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は  じ  め  に 
  

  

  

  

関係各位におかれましては、日ごろ、それぞれのお立場において、交通安全意識の高揚と交通
事故防止のために、献身的な御尽力を賜り、厚く御礼を申し上げます。 

市民生活に車の利用が深く関わっている今日、市民の皆様の安全・安心な暮らしを実現するた
めには、交通安全対策の取組みが極めて重要です。 

さて、令和３年の本市の交通事故発生状況は、前年と比較して、発生件数及び傷者数はともに
減少しており、各関係機関・団体の啓発活動による交通マナーの向上や、夜光反射材の普及促進
による効果の表れと考えられる一方で、死者数は増加しており、とりわけ高齢者が占める割合が
依然として高水準で推移していることから、高齢者の交通死亡事故をいかに防止するかが課題と
なっております。 
 このため、市は、高齢者による交通事故の未然防止を図るため「高齢者運転免許証自主返納促
進事業」を実施するとともに、本協議会としても、高齢運転者の認知機能の維持・改善の効果が
期待できる「脳トレ」と「交通安全トレーニング」を組み合わせた「いきいき運転講座」を開設
しているほか、運転能力や認知機能に不安を持つ高齢運転者とその御家族を対象とした交通相談
の充実を図っております。 

さらに、令和３年度からは、ドライブレコーダーによる運転診断を実施し、高齢運転者が自身
の運転能力を客観的に認識するとともに、専門家の助言により、自身の運転の改善点や留意点等
を把握することで、運転の継続の可否を的確に判断できる機会を提供するなど、高齢者が交通事
故に巻き込まれないための取組みに努めております。 
 この白書は、令和３年における市内の交通事故の実態について取りまとめたものです。 

本白書を通して、多くの市民の皆様に市内の交通事故の実態について理解と関心を深めていた
だきますとともに、今後の交通安全対策の一助として活用していただければ幸いです。 

今後におきましても、市民共通の願いである「交通事故ゼロ」の実現を目指し、関係機関・団
体と緊密な連携を図り、効果的な交通安全対策や交通事故防止に向けた取組みを推進し、安全・
安心なまちづくりに、全力で取り組んで参ります。 

結びに、編集にあたり、御協力をいただきました、いわき管内の各警察署をはじめ関係機関・
団体の皆様に対し、感謝の意を表します。 

 
令和４年３月 

                       いわき市交通安全対策協議会長 
                        いわき市長 内 田 広 之 



１１　　全全国国のの交交通通事事故故  ((速速報報値値））

２２　　東東北北のの交交通通事事故故  ((速速報報値値））

３３　　福福島島県県のの交交通通事事故故

区分 発 生 件 数 死 者 数 傷 者 数年比

令 和 ３ 年 305,196 2,636 362,131

令 和 ２ 年 309,178 2,839 369,476

増 減 数 △ 3,982 △ 203 △ 7,345

増 減 率 (%) △ 1.3 △ 7.2 △ 2.0

県 青 森 岩 手 宮 城 秋 田 山 形 福 島 計区分

発
生
件
数

令和３年 2,458 1,566 4,286 1,301 3,184 2,997 15,792

令和２年 2,436 1,658 4,487 1,377 3,328 3,266 16,552

増 減 数 22 △ 92 △ 201 △ 76 △ 144 △ 269 △ 760

死
者
数

令和３年 29 35 42 28 24 49 207

令和２年 28 46 44 37 30 57 242

増 減 数 1 △ 11 △ 2 △ 9 △ 6 △ 8 △ 35

傷
者
数

令和３年 2,919 1,830 5,182 1,514 3,760 3,446 18,651

令和２年 2,939 1,953 5,483 1,655 3,975 3,857 19,862

増 減 数 △ 20 △ 123 △ 301 △ 141 △ 215 △ 411 △ 1,211

区分 発 生 件 数 死 者 数 傷 者 数年比

令 和 ３ 年 2,997 49 3,446

令 和 ２ 年 3,266 57 3,857

増 減 数 △ 269 △ 8 △ 411

増 減 率 (%) △ 8.2 △ 14.0 △ 10.7

－ 1－



４４　　県県内内警警察察署署別別交交通通事事故故発発生生状状況況

令 令 令 令 令 令

和 和 和 和 和 和

3 2 3 2 3 2

年 年 （％） 年 年 （％） 年 年 （％）

421 471 △ 50 △ 10.6 2 9 △ 7 △ 77.8 465 513 △ 48 △ 9.4

151 146 5 3.4 2 0 2 - 172 172 0 0.0

45 48 △ 3 △ 6.3 1 2 △ 1 △ 50.0 48 59 △ 11 △ 18.6

51 65 △ 14 △ 21.5 2 1 1 100.0 57 74 △ 17 △ 23.0

473 438 35 8.0 4 4 0 0.0 538 538 0 0.0

227 332 △ 105 △ 31.6 3 6 △ 3 △ 50.0 265 392 △ 127 △ 32.4

127 106 21 19.8 4 7 △ 3 △ 42.9 144 107 37 34.6

120 147 △ 27 △ 18.4 3 2 1 50.0 133 174 △ 41 △ 23.6

25 30 △ 5 △ 16.7 1 0 1 - 30 36 △ 6 △ 16.7

27 26 1 3.8 2 2 0 0.0 30 26 4 15.4

84 70 14 20.0 2 0 2 - 97 86 11 12.8

179 226 △ 47 △ 20.8 1 1 0 0.0 198 264 △ 66 △ 25.0

17 29 △ 12 △ 41.4 1 1 0 0.0 20 45 △ 25 △ 55.6

55 41 14 34.1 4 0 4 - 60 48 12 25.0

29 25 4 16.0 0 2 △ 2 △ 100.0 34 29 5 17.2

12 8 4 50.0 0 2 △ 2 △ 100.0 17 10 7 70.0

444 533 △ 89 △ 16.7 7 6 1 16.7 514 632 △ 118 △ 18.7

229 217 12 5.5 4 2 2 100.0 289 271 18 6.6

71 77 △ 6 △ 7.8 2 1 1 100.0 78 98 △ 20 △ 20.4

98 89 9 10.1 0 4 △ 4 △ 100.0 118 104 14 13.5

28 61 △ 33 △ 54.1 0 0 0 - 43 84 △ 41 △ 48.8

50 53 △ 3 △ 5.7 1 1 0 0.0 57 64 △ 7 △ 10.9

34 28 6 21.4 3 4 △ 1 △ 25.0 39 31 8 25.8

2,997 3,266 △ 269 △ 8.2 49 57 △ 8 △ 14.0 3,446 3,857 △ 411 △ 10.7
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５５　　いいわわきき市市のの人人口口　　

６６　　いいわわきき市市のの車車両両台台数数

７７　　いいわわきき市市のの運運転転免免許許所所有有者者数数 （令和３年12月末現在）

88　　いいわわきき市市のの運運転転免免許許証証返返納納数数（（6655歳歳以以上上）） （令和３年12月末現在）

65歳～74歳 75歳以上

33.9

57

23.9

66

491

66.1

181

76.1

区　分 人　　　　口　　　　（人） 地　　　　区　　　　名署　名

中　　　　央 192,577
平、常磐、内郷、四倉、小川、

好間、三和、川前、久之浜・大久

東 82,374 小名浜

南 54,092 勿来、遠野、田人

計 329,043

車　両　台　数　（台） 摘　　　　　　　　　　　　要

令和３年３月末現在の陸運支局登録台数281,115

区　分 所有者数 地 区 名署　名 男 女

中 央
所有者数(人) 127,110 69,199 57,911

率 (%) 54.4 45.6

東
所有者数(人) 53,820 28,864 24,956

小名浜
率 (%) 53.6 46.4

南
所有者数(人) 38,074 20,770 17,304

勿来、遠野、田人
率 (%) 54.6 45.4

計
所有者数(人) 219,004 118,833 100,171

率 (%) 54.3 45.7

区　分
返納者数 地 区 名署　名

中 央
返納者数（人） 743

率 (%)

252

東
返納者数（人） 238

小名浜
率 (%)

68.8

南
返納者数（人） 222

勿来、遠野、田人
率 (%) 29.7

156

70.3

（令和４年 1月 1日現在）

計
返納者数（人） 1,203 375 828

率 (%) 31.2

平、常磐、内郷、四倉、
小川、 好間、 三和、
川前、 久之浜 ・大久

平、常磐、内郷、四倉、
小川、 好間、 三和、
川前、 久之浜 ・大久

車　両　台　数　（台） 摘　　　　　　　　　　　　要

281,115 令和３年３月末現在の陸運支局登録台数

－ 3－



９９　　いいわわきき市市のの交交通通事事故故

区分
比率 中央 東 南 計 中央 東 南 計 中央 東 南 計

444 229 71 744 7 4 2 13 514 289 78 881

533 217 77 827 6 2 1 9 632 271 98 1,001

△ 89 12 △ 6 △ 83 1 2 1 4 △ 118 18 △ 20 △ 120

△ 16.7 5.5 △ 7.8 △ 10.0 16.7 100.0 100.0 44.4 △ 18.7 6.6 △ 20.4 △ 12.0

1100　　いいわわきき市市のの交交通通事事故故のの推推移移

発 生 件 数 死 者 数 傷 者 数
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444 229 71 744 7 4 2 13 514 289 78 881

533 217 77 827 6 2 1 9 632 271 98 1,001

△ 89 12 △ 6 △ 83 1 2 1 4 △ 118 18 △ 20 △ 120

△ 16.7 5.5 △ 7.8 △ 10.0 16.7 100.0 100.0 44.4 △ 18.7 6.6 △ 20.4 △ 12.0
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1100　　いいわわきき市市のの交交通通事事故故のの推推移移

発生件数（件）
傷者数 （人）

折折線線ググララフフ

年別
区分

2,233 2,448 2,200 1,966 1,781 1,327 1,356 1,183 953 827 744

7 11 9 19 10 15 10 11 7 9 13

2,777 3,089 2,681 2,353 2,082 1,561 1,573 1,388 1,143 1,001 881

↑この表をグラフと合わせてください
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0

10

20

30

40

50

60

70

80

90

100

500

1,000

1,500

2,000

2,500

3,000

3,500

Ｈ23 Ｈ24 Ｈ25 Ｈ26 Ｈ27 Ｈ28 Ｈ29 Ｈ30 R１ R２ R３

死者数

傷者数

発生件数

発生件数

傷者数

死者数

死者数（人）
発生件数（件）
傷者数（人）

発生件数（件）
傷者数（人） 死者数（人）

3,500

3,000

2,500

2,000

1,500

1,000

500

100

90

80

70

60

50

40

30

20

10

0

発生件数
傷者数
死者数

傷者数

死者数

発生件数

－ 4－



1111　　人人口口１１００万万人人当当たたりりのの死死者者数数

　　（（１１））　　人人口口1100万万人人当当たたりりのの死死者者数数((全全国国・・県県内内・・市市内内））

　　⑵⑵　　県県内内1133市市のの人人口口1100万万人人当当たたりりのの死死者者数数 （人）

1122　　いいわわきき市市内内のの交交通通事事故故分分析析

　　（（１１））　　月月別別発発生生状状況況

区分

月別

県 中央署 東　署 南　署年別

令和３年 2.09 2.67 3.63 4.86 3.70

区分 全　国

1.84

区分 南相馬 須賀川

令和２年 2.25 3.09 3.02 2.40

2.92 3.80令和３年

相馬 二本松年別 いわき郡山

2.71 1.83

発 生 件 数 傷 者 数

1.21令和２年 7.59 9.30

死 者 数

2.67

南 計 東 南 計東 南 計 東中央

0 270
1月

令和３年 25 2 7851

49

2 89

令和２年 13 11 73 0 0

0 0

1 23 17 100

2月
令和３年 19 4

令和２年 14 16 86 0

66 0

0

0

0 15 18 97

20 5 790

2 3947
3月

令和３年 25 5 73

0 29

5 91

令和２年 25 8 85 0 0

0 0

10 101

4月
令和３年 17 9

令和２年 21 3 76 0

55 00

0 0

0 0

27 4 95

19 11 60

0
5月

令和３年 23 10 6936

33 0 0 0

0 1 1 31

6月
令和３年 13 6

11 83

令和２年 13 7 53

0 2

0 13 10 64

16 6 60

41

令和２年 22 6 75 0

56 0

0 1 23 10 8855

2 2733
7月

令和３年 16 8 52

0 20

8 68

令和２年 17 6 57 0 0

2 0

6 70

8月
令和３年 11 3

令和２年 16 4 64 0

48 0

0 0 19 6 80

15 5 600 0

9月
令和３年 22 7 5627

35 0 0

1 0 2 25

10月
令和３年 22 5

7 67

令和２年 16 4 55

0 1

1 25 5 72

26 7 76

令和２年 19 4 66 2

58 0

0 3 18 4 6846

2750
11月

令和３年 21 5 70

1 23

44 5 82

令和２年 17 4 65 0 1

1 0

77

12月
令和３年 15 7

令和２年 24 4 72

63 0

0 2 36

4

4 89

17 6 661 1

計
令和３年 229 71 744444

533 98 1,001

78 881

令和２年 217 77 827 2 1

中央

3.38

9 271

4 2 13 289

43

56

44

31

43

43

52

29

52

37

47

44

41

44

1

0

0

0

28

34

34

1

0

0

0

0

2

6

中央

60

60

54

64

0

1

1

1

38

0

0

2

7

1

1

2

0

2

632

いわき市

3.95

2.67

44

40

55

35

42

43

1.23

50

43

49

514

62

30

64

41

3.95

福島

0.71

3.16

会津若松

0.86

0.85

白河

5.11

喜多方

9.08

0.00

0.00 5.39 5.83

0.00

伊達

1.75

3.43

本宮

0.00

3.30

田村

－ 5－



〔発生件数〕

〔死者数〕

〔傷者数〕

月別発生状況の推移

1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月

２年 73 86 85 76 53 75 57 64 55 66 65 72

３年 78 66 73 55 69 56 52 48 56 58 70 63

40

60

80

100

1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月
２年 1 0 0 0 0 1 0 0 1 3 1 2
３年 0 0 2 0 1 2 2 0 2 1 2 1

0

1

2

3

4

1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月
２年 100 97 101 95 64 88 70 80 72 68 77 89
３年 89 79 91 60 83 60 68 60 67 76 82 66

50

70

90

110

１月
令和２年

令和３年

73

78

２月
86

66

３月
85

73

４月
76

55

５月
53

69

６月
75

56

7 月
57

52

8 月
64

48

9 月
55

56

10月
66

58

11月
65

70

12月
72

63

１月

１月

令和２年

令和２年

令和３年

令和３年

1

100

0

89

２月

２月

0

97

0

79

３月

３月

0

101

2

91

４月

４月

0

95

0

60

５月

５月

0

64

1

83

６月

６月

1

88

2

60

7 月

7月

0

70

2

68

8 月

8月

0

80

0

60

9 月

9月

1

72

2

67

10月

10月

3

68

1

76

11月

11月

1

77

2

82

12月

12月

2

89

1

66

4

3

2

1

0

110

90

70

50

100

80

60

40

〔発生件数〕

〔死者数〕

－ 6－



　　（（２２））　　曜曜日日別別発発生生状状況況

　　（（３３））　　時時間間別別発発生生状状況況

～～～～～～～～～～～～

5 2 11 111 98 111 86 84 119 91 21 5

8 5 13 106 108 117 81 94 153 100 33 9

0 0 1 0 0 2 1 0 7 1 0 1

4 0 0 0 0 0 0 0 3 1 1 0

6 2 14 125 110 131 112 107 139 102 24 9

8 9 14 130 120 139 97 129 180 125 41 9

　　（（４４））　　車車種種別別発発生生状状況況（（第第一一当当事事者者））

0 0 0 379 251 14 4 11 29 43 1 0 0 3 1 3 0 5

2 1 0 409 272 9 7 17 31 68 0 1 0 4 0 3 1 2

0 0 0 2 6 0 0 0 0 1 1 0 0 1 0 2 0 0

0 0 0 4 4 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1 0 0

0 0 0 459 292 15 5 16 34 50 0 0 0 2 1 1 0 6

2 1 0 496 328 10 7 22 39 86 0 1 0 4 0 2 1 2

827

令和２年

発
生
件
数

死
者
数

令和３年

令和２年

71 109令和３年

令和２年 92

3

計

114 100

水 木 金

744

土

117 117

日

1

118 127

1 1

火

116

107 144 111

3 2 2

0 0 1

128

発
生
件
数

4 6 8区　　分

0 20

87 128 141

143 149115

14 16 18

18 20

124

135

20 22

13

9

125

6

計

9

881

1,001

147 129

131

827

744

157 171

881

令 和 ２ 年 1,001

10 12 14 16 22 24

13

104 6 8

中

　
型

12

令和２年

令 和 ３ 年

令 和 ２ 年

令 和 ３ 年

令 和 ２ 年

令 和 ３ 年

車　　種

区　　分

2

傷
者
数

令和３年

令和２年

発
生
件
数

令和３年

令和２年

死
者
数

令和３年

区分
曜日

死
者
数

傷
者
数

0

2

傷
者
数

令和３年

時　　間

月

計

二 輪
特

殊

車

自

転

車

軽

881

1,001

744

827

13

9

不

明

歩

行

者

乗 用 貨 物

準

中

型

普

　
通

ミ
ニ
カ
ー

軽

・

小
型
二
輪

発
生
件
数

発
生
件
数

発
生
件
数

死

者

数

死

者

数

死

者

数

傷

者

数

傷

者

数

傷

者

数

原
付
二
輪

軽

二

輪

原

付

普

通

軽

準

中

型

大

型

大

型

中

型

特

殊

車

自

転

車

歩

行

者

不

明

496 328

409 272 17

459 292

0

0

0

0

0 0

0 22

379 251

－ 7－



　　（（５５））　　路路線線別別発発生生状状況況

　　（（６６））　　第第一一当当事事者者のの年年齢齢別別発発生生状状況況

～～～ ～

～～～

69 74 79

0 23 74 66 98 108 112 56 61 69 34 38 5 744

2 29 78 65 125 118 118 65 72 60 44 49 2 827

発
生
件
数

令 和 ３ 年

令 和 ２ 年

64区　　分 19 24

才
未
満 29

才
　
代

才
　
代

才
　
代

県
 

道

218

20

主 要 地 方 道

一 般 県 道

年　　齢 16 16

1

241

36

6040 50

1

25 30

43 43

6

死 者 数

141

20

1963 3

傷 者 数

令和２年

区　　分

路　　線

発 生 件 数

令和３年 令和２年 令和３年 令和２年 令和３年

計

37

114 163

19

6　　　　　号

19

51

65 93

49         号

110

1 1 21

1 812

255

298 340計 255 277 6

297

0 0

371市 道

そ の 他 の 道 路

881合 計

306

744

384

69 73 1 2 71 81

314 3 3

1,001

三 桁 国 道 30 0 1 39 66

827 13 9

才
以
上

不
 

明
計

高　齢　者

65 70 75 80

－ 8－



　　（（７７））　　事事故故類類型型別別発発生生状状況況

9

0

881

0

13 1,001

0

0

4 10

3 0

4

0

2

0

0

0

4

0

3 0

0

5

0

8

2

合 計

0

744

00

827

列 車 0

1

1

路 外 逸 脱

計 10 14 5

0

1

計

6

4 1 796 883

10

657 714

車

両

単

独

工 作 物 衝 突

そ の 他 0

転 倒 1

駐 車 車 両 衝 突 4

0

102

左 折 時

そ の 他

0 0 12

0

276

22

令和２年

8 23

8 9

10 1

45 321

4

0 1 8 8

1

令和３年 令和２年

区　　分

50

死 者 数

44 0

傷 者 数

令和３年

対 面 通 行 中

背 面 通 行 中

8

横断歩道横断中 32

路 上
(遊戯・作業中・停止中）

9

歩 道 通 行 中 4

類　　型

発 生 件 数

令和３年 令和２年

00

そ の 他 横 断 中 11

人
　
対
　
車
　
両

5

0 1

4

17

そ の 他

4 7599計

1618 2 2

326 0 0 405

2 32

0 0

転 回 ・ 後 退 時 57 64

9

347

77

正 面 衝 突 18

236

0

05 0

進 路 変 更 時 19 17 0

186

車
　
　
両
　
　
対
　
　
車
　
　
両

右 折 時 70

追 突

出 会 い 頭 186

17

追 越 ・ 追 抜 時 4

す れ 違 い 時

13

70

8

22

168

62 1

0

12

1

0

0

4

21

64

1

6

21

4 0 0

11

16

0 1

77

233

22

6

71

8

0 0 0 4 0

1

－ 9－



　　（（８８））　　違違反反別別発発生生状状況況

　

令和３年

最 高 速 度

区　　分 発 生 件 数 死 者 数 傷 者 数

42 0 0 42

違　　反 令和３年 令和２年 令和３年 令和２年

0

令和２年

悪
　
質
　
違
　
反

信 号 無 視 34 46

5 2 0 4

2 0 2 0 6

6通 区 ・ 追 越 4

55 39

歩 行 者 妨 害 等 35 51 1 0 35

1 0 0 1

57

一 時 不 停 止 40 32 0 0

1

計 116 131 5 0 143 149

酒 酔 い 運 転 1

1 0

横 断 等 禁 止 1 2 0 0 2

0 0 0 0

2

車 間 距 離 不 保 持 1 0 0 0

0

右 折 違 反 1 1 0 0 1 1

進 路 変 更 0

72 94

左 折 違 反 0 2 0 0 0

24 0 0 43

2

優 先 通 行 妨 害 等 61 76 1 1

25

徐 行 違 反 1 5 0 0 1 5

交 差 点 安 全 進 行 37

過 労 等 運 転 0 0 0 0 0 0

安

全

運

転

義

務

違

反

ハ ン ド ル 操 作 不 適 5 5 1 0

176 0 1

安 全 速 度

4 8

ブ レ ー キ 操 作 不 適 54 46 0 0 61 57

167 203

前 方 不 注 意 143 176 2 3 176

186

227

動 静 不 注 視 128 163 1 0

207安 全 不 確 認 170

6 2 0 0 6 2

4 10

予 測 不 適 0 1 0 0 0

578 5 6 604

1

そ の 他 5 9 1 2

715

安 全 不 確 認 ド ア 開 放 0 0 0 0 0 0

計 511

そ の 他 12 5 0 2 13 5

歩
行
者
等
の
違
反

横 断 等 0 1 0 0 0 1

めいてい・はいかい

と び だ し

信 号 無 視

路 上 遊 戯

そ の 他

計

不 明 3 2 2 0 1 2

合 計 744 827 13 9 881 1,001

10

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

10

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

－ 10 －



　　（（９９））　　交交番番・・駐駐在在所所別別発発生生状状況況

0 0そ の 他 0 0 0

1

0

0泉 交 番 60 38

渡 辺 駐 在 所 0

東警察署所在地

5

1

051 49

0

28

14 21

1

5

久 之 浜 駐 在 所

豊 間 駐 在 所 7 7

高 久 駐 在 所

草 野 駐 在 所

赤 井 駐 在 所

8 11

6

23

1

0 5

50

0 0

2

60

20

小 川 駐 在 所 5 7 0

永 戸 駐 在 所 3 1

0 00

4

0

00

沢 渡 駐 在 所 0

三 坂 駐 在 所 2

0 1

3

62

33 39 0

135 40

12

30中 央 台 交 番

71 77

0

33

1

中

央

署

管

内

60十 五 町 目 交 番

駅 前 交 番

53

川 前 駐 在 所

好 間 駐 在 所

四 倉 交 番

平 窪 駐 在 所 10

区　　分 発 生 件 数

令和３年 令和２年

五 色 町 交 番

常 磐 分 庁 舎

内 郷 交 番

60

交番・駐在所

32

令和２年

死 者 数

57 79

傷 者 数

令和３年

0 28 36

令和２年 令和３年

88

1 0

0 1

0

63 69 75

50

0 0

78 110

1

0 1

31 43

1 39

1 77 87

0 11 12

0 0 1

2

31

50 41

32

7

9

8 13

0

0 0

合 計

15

744

18南

署

管

内

鳥 居 下 交 番 28

東

署

管

内

そ の 他

江 名 交 番

15

9

西 部 交 番 70 90

827

南警察署所在地 27 29

0

0

遠 野 駐 在 所

川 部 駐 在 所

田 人 駐 在 所

13

0

6

勿 来 交 番 1

山 田 駐 在 所

1 0

0

0

0 18

31

0 86

73

8

2

0

0

31

0

9 881

180

19

0 3

0

67

2

54

1,001

17

10

23

0

2

0

0 21

30 0 0

3

0

26

33

35

10

7

28

70

24

105

0

11

2 6

7

0

0 1

0

6

1 020錦 交 番 18

00 0 0 0

－ 11 －



1133　　子子どどもものの事事故故（（被被害害））

　　((１１))　　全全被被害害にに占占めめるる割割合合

　　((２２))　　月月別別発発生生状状況況

　　（（３３））　　時時間間別別発発生生状状況況

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

0 0 0 0 0 0 0 7 1 0 2 7 0 3 8 7 1 4 1 0 0 0 0 0

1 0 0 0 0 0 3 4 1 1 4 1 0 1 4 13 4 5 6 1 2 0 0 0

　　（（４４））　　学学齢齢別別発発生生状状況況

23

24

小 学 生 中 学 生

0

0

0

0

5

8

7

17 2319 22

2118

幼 児

0

0

11

51

計

0

0

41

13 14

区　分 16 18151 3 4 6 9 11

6

令和２年 0 0 0 0

4

4

10 10

7

区　分

10 11

5

死
者
数

令和３年

8 10

傷
者
数

時間別 0 2 4 61 3

令和２年

2 3 7 2

2 1

令和３年

51

令和３年

令和２年

0

0令和２年

41

0 0 0 0

5

14

7

計

22

24

19

2012 14 21

13

13

12 14 15 23201716

2

6

5

0 00

1

0

0

5

410

4.7

0

7

0

8

0 00

比　率

区　分 死 者 数

1 2
月別

3

率　（%）

1

00 0

41

12

51

学齢別

9 881全 被 害

子 ど も の 被 害

4

13

0

4

4

傷 者 数

令 和 ３ 年 令 和 ２ 年 令 和 ３ 年 令 和 ２ 年

0.0 0.0 5.1

0

1,001

51

65 9

0 0 0 0

計

0

傷
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　　（（５５））　　事事故故類類型型別別発発生生状状況況 　　（（６６））　　違違反反別別発発生生状状況況
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1144　　高高校校生生のの事事故故（（被被害害））

　　（（１１））　　全全被被害害にに占占めめるる割割合合

　　（（２２））　　月月別別発発生生状状況況

　　（（３３））　　時時間間別別発発生生状状況況
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0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

0 1 0 0 0 0 1 7 2 1 0 2 1 1 1 1 0 3 0 2 1 1 2 0

0 0 0 0 0 0 2 6 0 1 0 0 0 0 0 2 0 4 3 0 1 2 0 0

　　（（４４））　　曜曜日日別別発発生生状状況況

3 27

3 3

4 3

2 21

53 2

2 5 4 2

傷
者
数

令 和 ３ 年

令 和 ２ 年

令 和 ３ 年

令 和 ２ 年

7

死
者
数 0

0 0

傷
者
数

死
者
数

8

0

曜日別

令和３年

令和２年

10 14

月別

00

273

計

27

21

0

0

計

23

21

3.1 2.1

32 0 4

1

9 12 計

全 被 害

高校生の被害

率　（%）

13

0

0.0

1,001

0

0.0

7

27 21

傷 者 数

令 和 ２ 年 令 和 ３ 年 令 和 ２ 年

9 881

0 0

比　率

区　分 死 者 数

1 2
区分

4

令 和 ３ 年

0 0 0 0 0

0

0 2

15 21191716 18

229 11 13 15

8 9

212012 14 16

0 0 0 0

4

7

3 2

3

2 1 1 1 3

5 6

0

1

時間別 0 2 4 6

令和３年

区　分 1 72

令和２年

死
者
数

令和３年

40傷
者
数

令和３年

令和２年

0

2

区　分

10 11

1 3 5 11 1312

3 3

0

令和２年 00 0 0 0

0

0

0

19

0 0

0

20 22 23

1 2

63 4 8 24

0

0 0 0 0

金

0

日 月 火 水

0

10 18175

土

0 0 0

木

－ 14 －



　　（（５５））　　事事故故類類型型別別発発生生状状況況 　　（（６６））　　違違反反別別発発生生状状況況
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1155　　高高齢齢者者のの事事故故（（被被害害））

　　（（１１））　　全全被被害害にに占占めめるる割割合合

　　（（２２））　　月月別別発発生生状状況況

　　（（３３））　　時時間間別別発発生生状状況況

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～
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　　（（４４））　　年年齢齢別別発発生生状状況況
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　　（（５５））　　事事故故類類型型別別発発生生状状況況 　　（（６６））　　違違反反別別発発生生状状況況
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1166　　自自転転車車のの事事故故（（被被害害））

　　（（１１））　　全全被被害害にに占占めめるる割割合合

　　（（２２））　　月月別別発発生生状状況況

　　（（３３））　　時時間間別別発発生生状状況況
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　　（（４４））　　年年齢齢別別発発生生状状況況
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　　（（５５））　　事事故故類類型型別別発発生生状状況況 　　（（６６））　　違違反反別別発発生生状状況況
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1177　　歩歩行行者者のの事事故故（（被被害害））

　　（（１１））　　全全被被害害にに占占めめるる割割合合

　　（（２２））　　月月別別発発生生状状況況

　　（（３３））　　時時間間別別発発生生状状況況

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 2 2 0 0 0 0 0 0
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1 1 0 0 0 3 2 11 1 5 5 6 2 4 6 5 0 8 10 5 2 1 0 0

1 0 0 0 1 0 1 2 2 4 9 5 3 6 6 8 13 15 9 12 6 2 1 0

　　（（４４））　　年年齢齢別別発発生生状状況況
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　　（（５５））　　事事故故類類型型別別発発生生状状況況 　　（（６６））　　違違反反別別発発生生状状況況
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1188　　飲飲酒酒運運転転のの事事故故

　　（（１１））　　全全事事故故にに占占めめるる割割合合

　　（（２２））　　月月別別発発生生状状況況

　　（（３３））　　時時間間別別発発生生状状況況

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

1 0 0 1 0 0 1 0 1 0 1 0 0 0 0 0 0 0 2 1 0 0 0 0

2 2 0 2 0 2 1 1 2 1 0 0 0 1 0 1 0 1 0 0 2 1 1 1

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

0 2 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1 0 0 0

1 0 0 1 0 0 2 0 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 2 1 0 0 0 0

3 2 0 5 0 2 1 1 2 1 0 0 0 1 0 1 0 1 0 0 1 1 1 1

　　（（４４））　　年年齢齢別別発発生生状状況況
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　　（（５５））　　事事故故類類型型別別発発生生状状況況
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　　（（６６））　　酒酒酔酔いい運運転転及及びび酒酒気気帯帯びび運運転転のの運運転転動動機機・・飲飲酒酒場場所所・・飲飲酒酒理理由由
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1199　　交交通通死死亡亡事事故故のの内内容容

番号 発 生 場 所 種　　　　　　　　　別 性別 年齢 管轄署

① 3 月 14 日 平 下 平 窪 原動機付自転車（運転者） 男 46 中央署

② 3 月 25 日 四 倉 町 八 茎 大型自動二輪車（運転者）×軽四輪乗用自動車 男 44 中央署

③ 5 月 5 日 勿 来 町 関 田 自転車 男 53 南署

④ 6 月 4 日 平 沼 ノ 内 軽四輪乗用自動車（運転者） 男 20 中央署

⑤ 6 月 12 日 三 和 町 合 戸
軽四輪乗用自動車（運転者）×軽四輪乗用自動車
×軽貨物自動車

男 57 中央署

⑥ 7 月 2 日 小 名 浜 下 神 白 普通乗用自動車×大型自動二輪車（運転者） 男 54 東署

⑦ 7 月 24 日 小 名 浜 上 神 白 普通乗用自動車（同乗者） 男 18 東署

⑧ 9 月 21 日 常 磐 関 船 町 軽四輪乗用自動車×歩行者 女 81 中央署

⑨ 9 月 26 日 小 名 浜 住 吉 軽四輪乗用自動車（運転者）×普通乗用自動車 女 73 東署

⑩ 10 月 18 日 大 久 町 大 久 軽四輪貨物自動車（運転者） 男 75 中央署

⑪ 10 月 31 日 小 名 浜 下 神 白 軽四輪乗用自動車×普通乗用自動車×歩行者 女 68 東署

⑫ 11 月 18 日 平 成 一 丁 目 自転車×歩行者 男 83 中央署

⑬ 12 月 16 日 錦 町 鳥 居 西 軽四輪乗用自動車×歩行者 男 96 南署

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　※　下線は死亡者を示す。

月　　日
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小名浜・小野線

小野・四倉線

江名・常磐線

小野・四倉線

末続

広野

木戸

竜田

富岡

夜ノ森

常
磐
線

小
名
浜
・
四
倉
線

小
名
浜
・
平
線

国
道
399
線

国
道
６
号

常
磐
自
動
車
道

常
磐
・
勿
来
線

いわき・上三坂・小野線

い
わ
き
・
上
三
坂
・
小
野
線

小
名
浜
・
小
野
線

い
わ
き
・
浪
江
線

磐
越
自
動
車
道

凡　例

いわき市役所

いわき市各支所

JR

国道及び主要地方道

内郷

Ｊヴィレッジ駅

久ノ浜

④

②

①

⑫

⑨

⑤

⑧

③

⑬

⑥

⑪

⑦

⑩

※地図上の番号は「19　交通死亡事故の内容」の番号を示す。

い わ き 市 区 域 図
（1,231.35㎢）

20　交通死亡事故の現場位置図
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～交通事故相談・安全運転相談のご案内～ 
交通事故（示談や賠償に関する助言等）及び安全運転（運転能力、認知機能の不安、

免許返納等）に関する相談は、いわき市交通安全対策協議会（市民生活課内）で事前

予約にて次のとおり受け付けており、どなたでも無料で相談いただけます。 

 

１ 日 時  毎週木曜日（祝日、年末年始を除く）の午後１時から午後４時 

２ 場 所  いわき市消費生活センター内会議室 

（平字一町目１番地 ティーワンビル４階） 

     

＜予 約 先＞ 

○ いわき市役所市民協働部市民生活課交通安全防犯係内 

 いわき市交通安全対策協議会 

  〒９７０－８６８６ いわき市平字梅本２１番地 

            ℡２２－１１５２ 

 

※交通事故相談は予約希望日の２日前まで、 

安全運転相談は予約希望日の 10 日前までにお電話ください。 

 

～交通安全教室のご案内～ 
    交通事故ゼロを目指して、幼児・小学生・中学生・高齢者等に、いわき市交通安全

対策協議会の交通指導員が訪問し、交通安全教室を開催しております。 

 各種交通教材を用いた「実技や講話」、危険を察知する注意力を高めるためのトレ

ーニング「いきいき運転講座」などご希望に合わせて行います。 

    交通教室のお申し込みは、「講師派遣依頼書」を提出いただくことになりますが、

事前にお電話にて仮予約をお願いいたします。講師派遣依頼書はメールでの提出も可

能です。 

    詳しくはいわき市交通安全対策協議会ホームページ（https://iwaki-kotaikyo.jp）

をご覧ください。 

 

  ＜申 込 先＞ 

○ いわき市役所市民協働部市民生活課交通安全防犯係内 

 いわき市交通安全対策協議会 

  〒９７０－８６８６ いわき市平字梅本２１番地 

            ℡ ２２－１１５２ 

                 e-mail mail＠iwaki-kotaikyo.jp 

 

～交通安全指導用教材貸し出しのご案内～ 
    市民の交通安全思想の普及のため、ＤＶＤ等の交通安全指導用教材を無料で貸し出

しいたしますのでご活用ください。 

 

   ＜教材の種類＞ 

○ ＤＶＤ    ※Ｐ32～参照   ○ 横断歩道マット（４枚１組） 

○ プロジェクター         ○ 模擬信号機（４基１組） 

○ スクリーン（巻込み式）     ○ 自転車用縄梯子 
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講 師 派 遣 依 頼 書 
 
                                 年  月  日 

 
いわき市交通安全対策協議会長 様 

 

             住 所 

 

             団 体 名 

              

             代表者氏名 

 
 交通教室を次のとおり開催したいので、講師の派遣をお願いいたします。 

日  時     年  月  日（ ） 午前・後  時  分～  時  分まで 

開催場所 いわき市 

内  容 

区 分 種   別 実施時間 対象者 人数 

講 話 

交 通 一 般  歩 行  自 転 車 

いきいき運転講座 

その他（        ） 

 

 

 

  

実 技 

歩行  自転車 

その他（        ） 

 

 

 

  

映 画 
 

 
   

その他 
 

 
   

担 当 者  電話番号  

備  考  
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借  用  書 
  

                                                                年  月  日 

 

いわき市交通安全対策協議会長 様 

 

             

            使 用 者 住 所 

 

            使用者名（団体） 

 

            使 用 責 任 者 

 

            電 話 番 号 

 

 

  このことについて、次の備品を  月  日から  月  日まで借用します。 

 なお、破損等が生じた場合は、一切当方の責任において修理します。 

 備   品   名 備   考    

    

    

    

    

    

    

    

    

※ＤＶＤ借用の際は№、題名の記入をお願いいたします。 

【ご注意】 無断でＤＶＤの一部または全部を複製・改変・有料上映することは著作権法

違反となります。 
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返  却  書 
 

                                 年  月  日 

 

いわき市交通安全対策協議会長 様 

 

             住 所 

 

             団 体 名 

              

             代表者氏名 

 

借用備品等を次のとおり返却いたします。 

使 用 月 日   年   月   日 利 用 者（○をつける） 

使 用 場 所  保育所（園） 幼稚園 小学校 中学校 高校 

一般 事業所 研修 その他（       ） 人   数 人(うち先生 人) 

     備   品   名          使 用 有 無 

   

   

   

   

   

機材等の故障の有無  

機材等の操作者氏名  

責 任 者 氏 名  

※ 記入上の注意 

○ ＤＶＤは№、題名も記入してください。 

○ 損傷の有無は使用期間中に生じた損傷を簡潔に記入してください。 
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番
号

題
　
　
　
　
　
名

種
　
別

時
間

( 分
)

内
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
容

4
0
1

こ
ぎ
つ
ね
の
交
通
安
全

幼
児

1
6

峠
に
住

む
い
た
ず

ら
な
３
匹

の
子

狐
が
街

へ
出

ま
す

。
街

で
交

通
事

故
の
恐
ろ
し
さ
を
知

り
、
子
狐
達
は
白
バ
イ
隊
員
に
な
っ
て

交
通

事
故

を
無

く
そ
う
と
ト
ラ
ッ
ク
に
接

近
し
て
い
る
自

転
車

の
少

年
や

、
道

路
に
と
び

出
し
て
く
る
少

女
に
注

意
し
ま
す

。

4
0
2

が
ん
ば
れ
！
子
象
の
交
通
安
全
パ
ト
ロ
ー
ル
隊

幼
児

1
7

子
供
に
親
し
み
や
す
い
動
物
の
ア
ニ
メ
で
す
。
子
象
が
通
学
中
の
横
断
歩
道
で
事
故
の
恐
ろ
し
さ
を
知

り
、
交
通
安
全
パ
ト
ロ
ー

ル
隊

に
入

隊
し
ま
し
た
。
ボ
ー

ル
を
追

っ
て
飛

び
出

し
た
子

リ
ス
を
助

け
た
り
、
二

人
乗

り
自

転
車

の
子

ザ
ル
や

ヘ
ル
メ
ッ
ト
無

着
用

の
カ
バ
お
ば
さ
ん
を
注
意
し
な
が
ら
大
切
な
命
を
交
通
事
故
か
ら
守

る
正

し
い
交
通
ル
ー
ル
を
子
供
た
ち
に
教
え
ま
す

。

4
0
3

グ
ー
パ
王
子
の
交
通
安
全
　
守
ろ
う
お
約
束

幼
児

1
2

グ
ー

タ
ン
星
か
ら
地
球
に
や
っ
て
き
た
交
通
ル
ー
ル
を
知

ら
な
い
グ
－
パ
王
子
と
ノ
ラ
ラ
ー

。
地
球
の
お
友
達
に
正
し
い
答

え
を
聞

き
な
が
ら
大

切
な
交

通
の
お

約
束

を
学

ん
で
い
き
ま
す

。
現

実
感

を
も
た
せ

る
実

写
映

像
と
３
Ⅾ

ア
ニ
メ
ー

シ
ョ
ン
で
楽

し
く
学

べ
ま

す
。

4
0
4

孫
悟
空
の
交
通
安
全

幼
児

1
5

孫
悟
空
と
仲
間
達
が
、
遠
い
昔

の
唐
の
時
代
の
中
国
か
ら
現
代
の
日
本
に
タ
イ
ム
ス
リ
ッ
プ
。
は
じ
め
て
見

る
ト
ラ
ッ
ク
、
バ
ス
、
信

号
な
ど
に
び
っ
く
り
、
大
パ
ニ
ッ
ク
に
な
り
ま
し
た
。
こ
の
作
品
は
子
供
た
ち
が
楽
し
く
見

て
い
る
う
ち
に
、
孫
悟
空
た
ち
と
一
緒
に
、

交
通
規
則
の
大
切
さ
を
学
べ
ま
す
。

4
0
5

あ
っ
ぱ

れ
！

桃
太

郎
の
交

通
安

全
幼

児
1
7

あ
の
ス
ー

パ
ー

ヒ
ー

ロ
ー

の
「
桃

太
郎

」
。
そ
し
て
、
イ
ヌ
、
サ
ル
、
キ
ジ
、
の
名

脇
役

が
、
そ
れ
ぞ
れ
の
特

技
を
活

か
し
て
、
基

本
を

確
認

し
ま
す

。
ユ
ー

モ
ア
と
リ
ズ
ム
で
教

え
る
、
交

通
標

語
も
プ
ラ
ス
し
た
交

通
教

育
の
決

定
版

で
す

。

4
0
6

ル
ー
ル
マ
ン
の
交
通
安
全

幼
児

1
5

ち
ょ
っ
と
お
っ
ち
ょ
こ
ち
ょ
い
で
お
ひ
と
よ
し
の
ル
ー
ル
マ
ン
が
地
球
の
交
通
ル
ー
ル
と
平
和
を
守
る
た
め
宇
宙
か
ら
や

っ
て
来
る
。

地
球

で
は
、
あ
の
手

こ
の
手

で
交

通
事

故
を
起

こ
す

悪
い
奴

、
ジ
コ
ラ
ー

達
が
大

暴
れ
。
子

供
た
ち
に
交

通
安

全
の
ポ
イ
ン
ト
を

し
っ
か
り
と
教

え
な
が
ら
ジ
コ
ラ
ー

た
ち
の
仕

業
か
ら
守

る
ル
ー

ル
マ
ン
。
ワ
ク
ワ
ク
し
な
が
ら
覚

え
ら
れ
る
魅

力
を
盛

り
込

ん
だ
作

品
で
す

。

4
0
7

雪
ダ
ル
マ
ン
の
冬
道
交
通
安
全

幼
児

1
5

冬
道

は
、
人

も
車

も
「
見

え
な
い
」
・
「
す

べ
る
」
・
「
予

想
が
つ

か
な
い
」
と
い
ろ
い
ろ
と
危

険
な
こ
と
が
い
っ
ぱ

い
で
す

。
そ
の
危

険
な

こ
と
を
雪

ダ
ル
マ
ン
と
一
緒
に
わ
か
り
や
す
く
交
通
安
全
を
学
ん
で
い
き
ま
す
。

春
・
夏

・
秋

道
も
学

べ
ま
す

。

4
0
8

は
じ
め
に
お
ぼ
え
る
交
通
安
全

幼
児

1
2

マ
マ
パ
ン
ダ
が
三
匹
の
子
パ
ン
ダ
た
ち
に
交
通
ル
ー
ル
を
教

え
る
た
め
に
街
へ
！

「
道
路
の
歩
き
方
」
・
「
道
路
の
渡
り
方
」
・
「
信
号
の
見
方
」
な
ど
の
交
通
ル
ー
ル
を
、
楽
し
み
な
が
ら
覚
え
ら
れ
る
作
品
で
す
。

4
0
9

う
さ
ぎ
と
亀
の
交
通
安
全

幼
児

1
3

み
ん
な
が
知
っ
て
い
る
民
話
「
う
さ
ぎ
と
亀
」
が
楽
し
い
交
通
ル
ー
ル
に
な
り
ま
し
た
。

交
通

ル
ー

ル
が
わ
か
る
ば

か
り
で
は
な
く
、
な
ぜ

交
通

ル
ー

ル
を
守

ら
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
か
が
し
っ
か
り
と
学

べ
ま
す

。
（
2
0
0
8
）

4
1
0

ま
め
う
し
く
ん
の
交
通
安
全
～
宝
さ
が
し
の
旅
だ
っ
し
～

幼
児

1
2

ま
め
う
し
く
ん
は
、
仲

間
の
、
ど
ん
ぐ
ま
、
あ
ず

き
、
あ
り
す

、
つ

ぶ
た
と
宝

さ
が
し
に
出

か
け
ま
す

。
ま
め
う
し
く
ん
た
ち
に
と
っ
て
町
を
歩
く
の
は
初
め
て
の
体
験
で
す

。
宝

さ
が
し
の
道

中
で
、
安

全
な
道

路
の
歩

き
方

や
、
横

断
歩

道
の
渡

り
方

、
信

号
に
つ

い
て
な
ど
交

通
ル
ー

ル
の
基

本
を
学

ん
で
い
き
ま
す

。
（
2
0
0
9
）

交
通

教
室

用
映

画
Ｄ
Ｖ
Ｄ
一

覧
表
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番
号

題
　

　
　

　
　

名
種

　
別

時
間

( 分
)

内
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
容

4
1
1

だ
る

ま
ち

ゃ
ん

の
交

通
安

全
幼

児
1
5

だ
る

ま
ち

ゃ
ん

の
友

達
の

て
ん

ぐ
ち

ゃ
ん

が
、

竹
馬

に
の

っ
た

ま
ま

町
へ

お
つ

か
い

に
行

き
、

事
故

に
遭

っ
て

し
ま

い
ま

し
た

。
て

ん
ぐ

ち
ゃ

ん
の

お
見

舞
い

に
行

く
た

め
交

通
ル

ー
ル

を
勉

強
す

る
だ

る
ま

ち
ゃ

ん
を

通
し

て
、

楽
し

く
学

ぶ
こ

と
が

で
き

ま
す

（
2
0
0
0
）
。

4
1
2

ア
ラ

ジ
ン

と
魔

法
の

ラ
ン

プ
の

交
通

安
全

幼
児

1
2

「
ア

ラ
ジ

ン
と

魔
法

の
ラ

ン
プ

」
の

キ
ャ

ラ
ク

タ
ー

を
使

い
、

道
路

の
歩

き
方

や
信

号
機

の
な

い
横

断
歩

道
の

渡
り

方
、

交
通

標
識

の
意

味
や

電
車

の
踏

み
切

り
の

渡
り

方
な

ど
、

子
ど

も
た

ち
が

交
通

事
故

に
遭

わ
な

い
た

め
に

、
交

通
ル

ー
ル

を
守

る
大

切
さ

を
楽

し
く

学
べ

る
よ

う
に

な
っ

て
い

ま
す

。
（
2
0
1
1
）

4
1
3

と
び

だ
し

は
あ

ぶ
な

い
ぞ

！
 む

し
む

し
村

の
交

通
安

全
幼

児
1
2

子
ど

も
た

ち
に

馴
染

み
の

深
い

虫
た

ち
が

キ
ャ

ラ
ク

タ
ー

に
な

っ
て

登
場

し
ま

す
。

明
る

く
楽

し
い

ス
ト
ー

リ
ー

の
中

で
、

歩
行

者
と

し
て

守
る

べ
き

交
通

ル
ー

ル
の

基
本

を
、

分
か

り
や

す
く

解
説

し
て

い
き

ま
す

。
（
2
0
1
2
）

4
1
4

赤
ず

き
ん

ち
ゃ

ん
と

学
ぼ

う
交

通
ル

ー
ル

幼
児

1
4

　
「
赤

ず
き

ん
ち

ゃ
ん

」
が

お
ば

あ
ち

ゃ
ん

の
家

に
行

く
途

中
で

、
道

路
の

歩
き

方
や

横
断

歩
道

の
渡

り
方

な
ど

学
ん

で
い

き
ま

す
。

歩
行

者
と

し
て

守
る

べ
き

交
通

ル
ー

ル
の

基
本

を
学

べ
ま

す
。

（
2
0
1
4
）

4
1
5

孫
悟

空
の

交
通

ル
ー

ル
　

修
行

中
幼

児
1
3

孫
悟

空
と

そ
の

仲
間

た
ち

が
三

蔵
法

師
と

一
緒

に
ク

イ
ズ

で
修

業
し

な
が

ら
交

通
ル

ー
ル

を
学

び
ま

す
。

道
路

の
歩

き
方

や
信

号
、

横
断

歩
道

の
渡

り
方

な
ど

が
勉

強
で

き
る

作
品

で
す

。
（
2
0
1
5
）

4
1
6

は
な

か
っ

ぱ
の

交
通

安
全

ケ
ー

キ
を

求
め

て
右

・
左

・
右

幼
児

～
小

学
生

1
3

テ
レ

ビ
で

大
人

気
の

「
は

な
か

っ
ぱ

」
と

仲
間

た
ち

が
、

警
察

官
に

交
通

ル
ー

ル
を

教
え

て
も

ら
い

な
が

ら
、

車
の

た
く

さ
ん

通
る

隣
町

へ
ケ

ー
キ

を
買

い
に

出
か

け
ま

す
。

楽
し

い
物

語
を

通
し

て
、

交
通

ル
ー

ル
を

守
る

大
切

さ
を

学
ぶ

こ
と

が
で

き
ま

す
。

（
2
0
1
3
）

4
1
7

サ
ル

太
郎

は
と

び
だ

さ
な

い
！

歩
行

者
・
自

転
車

の
こ

う
つ

う
ル

ー
ル

幼
児

～
小

学
生

1
5

サ
ル

太
郎

が
歩

行
中

や
自

転
車

乗
車

中
に

起
き

た
こ

と
を

通
し

て
、

道
路

に
は

様
々

な
危

険
が

あ
る

こ
と

を
理

解
さ

せ
、

交
通

ル
ー

ル
を

き
ち

ん
と

身
に

つ
け

る
こ

と
の

大
切

さ
を

学
ぶ

こ
と

が
で

き
ま

す
。

4
1
8

安
全

の
指

定
席

　
チ

ャ
イ

ル
ド

シ
ー

ト
幼

児
～

小
学

生
1
6

交
通

安
全

フ
ァ

ミ
リ
ー

作
文

コ
ン

ク
ー

ル
で

の
優

秀
賞

作
品

を
ア

ニ
メ

ー
シ

ョ
ン

化
し

、
チ

ャ
イ

ル
ド

シ
ー

ト
着

用
の

大
切

さ
や

交
通

ル
ー

ル
を

、
子

供
の

視
点

か
ら

わ
か

り
や

す
く

学
べ

ま
す

。

4
1
9

小
さ

な
命

を
守

ろ
う

！
　

み
ー

ち
ゃ

ん
と

ゆ
う

す
け

の
交

通
安

全
幼

児
～

小
学

生
1
5

日
常

の
な

か
で

の
幼

児
、

低
学

年
の

行
動

を
実

写
で

捉
え

、
交

通
ル

ー
ル

と
車

の
恐

ろ
し

さ
を

迫
力

あ
る

映
像

で
学

べ
ま

す
。

4
2
0

ケ
ン

タ
と

ニ
ャ

ン
タ

の
ク

ル
マ

大
好

き
！

チ
ャ

イ
ル

ド
シ

ー
ト
は

カ
チ

ッ
と

ね
幼

児
～

小
学

生
1
5

”
ス

ト
ッ

プ
マ

ン
”
が

登
場

し
、

主
人

公
の

ケ
ン

タ
と

ニ
ャ

ン
タ

に
チ

ャ
イ

ル
ド

シ
ー

ト
を

着
用

し
な

い
時

の
恐

さ
や

、
車

の
そ

ば
で

遊
ん

だ
り

、
車

の
陰

か
ら

飛
び

出
し

た
り

す
る

と
交

通
事

故
に

あ
う

危
険

が
あ

る
こ

と
を

描
き

、
正

し
い

交
通

ル
ー

ル
を

学
ん

で
い

く
こ

と
の

大
切

さ
を

子
供

た
ち

に
伝

え
て

い
ま

す
。

（
2
0
0
9
）

4
2
1

子
て

ん
ぐ

こ
た

ろ
う

の
守

ろ
う

！
交

通
ル

ー
ル

幼
児

～
小

学
生

1
2

日
頃

、
目

に
す

る
現

実
の

信
号

機
や

、
横

断
歩

道
、

交
差

点
を

背
景

に
、

子
天

狗
小

太
郎

が
交

通
安

全
の

ポ
イ

ン
ト
を

学
ん

で
い

き
ま

す
。

ま
た

、
大

切
な

ポ
イ

ン
ト
は

イ
ラ

ス
ト
で

復
習

し
、

交
通

安
全

の
知

識
の

定
着

を
図

る
作

品
で

す
。

4
2
2

町
内

新
撰

組
　

お
た

す
け

組
め

ざ
し

隊
の

交
通

安
全

交
通

ル
ー

ル
を

守
っ

て
　

め
ざ

せ
！

動
物

園
！

幼
児

～
小

学
生

1
3

子
ど

も
た

ち
が

親
し

み
や

す
い

動
物

の
キ

ャ
ラ

ク
タ

ー
を

用
い

、
仲

良
し

「
町

内
新

撰
組

」
の

３
人

の
体

験
を

通
し

て
、

道
路

や
横

断
歩

道
の

渡
り

方
、

信
号

の
見

方
な

ど
の

交
通

ル
ー

ル
を

楽
し

く
学

べ
ま

す
。

（
2
0
1
3
）

「赤
ず
き
ん
ち
ゃ
ん
」
が
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
の
家
に
行
く
途
中
で
、
道

路
の
歩

き
方
や

横
断

歩
道
の
渡
り
方

な
ど
学
ん
で
い
き
ま
す
。

歩
行

者
と
し
て
守
る
べ
き
交

通
ル
ー
ル
の
基

本
を
学
べ
ま
す
。
（2
01
4）
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番
号

題
　
　
　
　
　
名

種
　
別

時
間

( 分
)

内
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
容

4
2
3

忍
者
玉
丸
ル
ー
ル
を
守
っ
て
交
通
安
全
！
！
の
巻

幼
児

～
小

学
生

1
2

現
代
の
日
本
に
タ
イ
ム
ス
リ
ッ
プ
し
た
忍
者
玉
丸
た
ち
が
、
敵
の
忍
者
か
ら
「
虎

の
巻

」
を
取

り
返

そ
う
と
す

る
中

で
、
道

路
の
歩

き
方

や
横

断
歩

道
の
渡

り
方

を
学

ん
で
い
き
ま
す

。
（
2
0
1
5
）

4
2
4

三
太
郎
と
か
ぐ
や
姫
の
交
通
安
全

幼
児

～
小

学
生

1
4

浦
島

太
郎

・
桃

太
郎

・
金

太
郎

・
か
ぐ
や

姫
が
、
乙

姫
様

の
い
る
レ
ス
ト
ラ
ン
竜
宮
に
向
か
う
道
中
で
道
路
の
歩
き
方
や
横
断
歩
道

の
渡
り
方
を
学
び
ま
す
。

交
通

ル
ー

ル
を
守

る
大

切
さ
を
楽

し
く
学

べ
る
作

品
で
す

。
（
2
0
1
6
）

4
2
5

ズ
ッ
コ
ケ
三
人
組
の
こ
う
つ
う
あ
ん
ぜ
ん

い
つ
も
あ
ん
ぜ
ん
か
く
に
ん
の
巻

幼
児

～
小

学
生

1
2

子
供
た
ち
に
人
気
の
あ
る
ズ
ッ
コ
ケ
三
人
組
の
ア
ニ
メ
で
、
飛
び
出
し
の
危
険
性
を
子
供
た
ち
に
伝
え
、
事
故
を
防
ぐ
た
め
に
交

通
ル
ー

ル
を
身

に
付

け
て
お

く
大

切
さ
を
学

べ
る
作

品
で
す

。

4
2
6

で
き
た
か
な
？
あ
ん
ぜ
ん
か
く
に
ん

ケ
ン
タ
と
ニ
ャ
ン
タ
の
こ
う
つ
う
あ
ん
ぜ
ん

幼
児

～
小

学
生

1
3

幼
児
の
交
通
事
故
を
防
ぐ
た
め
、
子
供
た
ち
が
関
心
を
も
っ
て
観

ら
れ
る
よ
う
、
男
の
子
や
猫
が
登
場
す
る
ア
ニ
メ
に
な
っ
て
お

り
、

自
然

と
交

通
ル
ー

ル
を
学

べ
る
作

品
に
な
っ
て
い
ま
す

。
（
2
0
0
8
）

4
2
7

三
び

き
の
子

ぶ
た
の
交

通
安

全
幼

児
～

小
学

生
1
4

三
び
き
の
子
ぶ
た
の
兄
妹
が
道
路
の
歩
き
方
や
横
断
歩
道
の
渡
り
方
、
道
路
標
識
の
意
味
な
ど
を
う
さ
ぎ
先
生
に
教
え
て
も
ら
い

な
が
ら
お

母
さ
ん
が
入

院
し
て
い
る
病

院
を
目

指
し
て
歩

い
て
い
き
ま
す

。
子

ぶ
た
た
ち
と
一

緒
に
交

通
ル
ー

ル
を
楽

し
く
学

ぶ
こ

と
が
で
き
る
作

品
で
す

。
（
2
0
1
8
）

4
2
8

ハ
ロ
ー
キ
テ
ィ
と
ま
な
ぼ
う
！
こ
う
つ
う
ル
ー
ル

幼
児

～
小

学
生

1
4

キ
テ
ィ
と
ミ
ミ
ィ
が
マ
マ
に
道
路
を
歩
く
と
き
な
ど
の
交
通
ル
ー
ル
を
教

え
て
も
ら
い
な
が
ら
、
お
友
達
の
ダ
ニ
エ
ル
の
お
誕
生
日
会

へ
向

か
い
ま
す

。
エ
ン
デ

ィ
ン
グ
で
も
、
本

編
を
見

て
学

ん
だ
こ
と
が
お

さ
ら
い
で
き
る
作

品
に
な
っ
て
い
ま
す

。
（
2
0
1
9
）

4
2
9

う
し
わ
か
ま
る
の
こ
う
つ
う
あ
ん
ぜ
ん

幼
児

～
小

学
生

1
0

タ
イ
ム
ス
リ
ッ
プ
を
し
て
現

代
に
来

て
し
ま
っ
た
牛

若
丸

と
カ
ラ
ス
天

狗
。
交

通
ル
ー

ル
を
知

ら
な
い
牛

若
丸

が
カ
ラ
ス
天

狗
に
交

通
ル
ー

ル
を
教
え
て
も
ら
い
な
が
ら
、
元
の
時
代
に
戻
る
た
め
に
く
ら
ま
山
を
目
指
し
ま
す

。
楽

し
い
ア
ニ
メ
ー

シ
ョ
ン
を
見

な
が
ら
交

通
ル
ー

ル
を
学

ぶ
こ
と
が
で
き
ま
す

。

4
3
0

う
し
わ
か
ま
る
の
自
転
車
交
通
安
全

幼
児

～
小

学
生

1
2

タ
イ
ム
ス
リ
ッ
プ
を
し
て
現

代
に
来

て
し
ま
っ
た
牛

若
丸

。
自

転
車

の
交

通
ル
ー

ル
を
知

ら
な
い
牛

若
丸

に
と
っ
て
、
道

路
は
危

険
が
い
っ
ぱ

い
で
す
。

初
め
て
自

転
車

に
乗

る
牛

若
丸

と
共

に
自

転
車

の
交

通
ル
ー

ル
を
学

ぶ
こ
と
が
で
き
る
作

品
で
す

。
（
2
0
1
8
）

4
3
1

自
て
ん
車
安
全
大
作
戦
！
歌
お
う
！
ぼ
く
ら
の
交
通
安
全

小
学

生
2
3

子
供

か
ら
大

人
ま
で
テ
レ
ビ
な
ど
で
お

な
じ
み

の
、
人

気
タ
レ
ン
ト
が
登

場
し
、
自

転
車

を
中

心
に
交

通
安

全
の
ル
ー

ル
の
大

切
さ

を
、
楽

し
く
教

え
ま
す

。

4
3
2

ポ
ン
カ
ン
マ
ン
の
自
転
車
免
許
教
室

小
学

生
1
8

増
え
続

け
る
自

転
車

事
故

。
自

転
車

は
免

許
が
無

く
て
も
乗

れ
ま
す

が
、
荒

川
区

で
実

施
し
て
い
る
自

転
車

免
許

制
度

を
、
免

許
を
取

得
す

る
過

程
で
交

通
ル
ー

ル
や

運
転

技
術

を
学

ぶ
様

子
を
描

い
て
い
ま
す

。

4
3
3

バ
ッ
ト
大
王
の
交
通
安
全
　
Ｑ
＆
Ａ

小
学

生
2
1

小
学

生
の
事

故
原

因
で
常

に
大

半
を
占

め
る
「
飛

び
出

し
」
「
横

断
中

の
事

故
」
に
焦

点
を
あ
て
、
日

ご
ろ
経

験
し
て
い
る
と
思

わ
れ
る
危

険
な
事

例
を
再

現
し
な
が
ら
、
特

徴
や

事
故

防
止

の
方

法
、
留

意
点

を
子

供
の
疑

問
に
答

え
る
よ
う
に
Ｑ
＆

Ａ
方

式
で
分

か
り
や

す
く
描

い
て
い
ま
す

。

4
3
4

や
め
よ
う
飛
び
だ
し
　
守
ろ
う
信
号

小
学

生
1
6

子
供

達
を
襲

う
恐

ろ
し
い
交

通
事

故
。
し
か
し
、
そ
の
ほ
と
ん
ど
は
、
子

供
達

自
身

の
危

険
な
行

動
が
原

因
で
お

こ
っ
て
い
る
の
で

す
。
ど
の
よ
う
な
場

合
に
、
ど
ん
な
原

因
で
事

故
が
起

こ
る
の
か
。
ど
う
し
た
ら
事

故
が
防

げ
る
の
か
。
事

故
例

を
見

な
が
ら
、
子

供
に
も
十
分
理
解
で
き
る
よ
う
に
解
説
し
て
い
き
ま
す
。
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番
号

題
　
　
　
　
　
名

種
　
別

時
間

( 分
)

内
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
容

4
3
5

サ
ル
太
郎
　
ヘ
ル
メ
ッ
ト
は
か
ぶ
っ
て
ね

自
転
車
に
の
る
と
き
の
や
く
そ
く

小
学

生
1
5

自
転

車
を
プ
レ
ゼ
ン
ト
さ
れ
た
サ
ル
太

郎
と
姫

子
が
ヘ

ル
メ
ッ
ト
を
キ
チ
ン
と
か
ぶ

っ
て
街

へ
出

て
、
様

々
な
場

所
で
自

転
車

の
交

通
ル
ー

ル
を
学

ん
で
い
き
ま
す

。
自
転
車
走
行
の
危
険
性
を
訴
え
る
と
共
に
楽
し
み
な
が
ら
自
転
車
の
交
通
ル
ー
ル
を
学
べ
る
内
容
と
な
っ
て
い
ま
す

。
（
2
0
0
9
）

4
3
6

新
し
い
自
転
車
の
交
通
ル
ー
ル

小
学

生
1
5

「
自

転
車

の
歩

道
通

行
に
関

す
る
規
定

」
・
「
乗

車
用

ヘ
ル
メ
ッ
ト
に
関

す
る
規
定
」
な
ど
自
転
車
の
通
行
等
に
関
す
る
法
規
が
改

正
さ
れ
ま
し
た
。

自
転
車
の
新
し
い
ル
ー
ル
が
わ
か
り
や
す
く
学
べ
ま
す
。
（
2
0
0
5
）

4
3
7

ク
ー
ニ
ャ
ン
の
交
通
安
全
　
「
正
し
い
自
転
車
の
乗
り
方
」

小
学

生
1
5

ク
ー

ニ
ャ
ン
と
そ
の
仲

間
た
ち
と
一

緒
に
ヘ

ル
メ
ッ
ト
の
着

用
、
タ
イ
ヤ
の
空

気
な
ど
自

転
車

の
点

検
。
信

号
や

標
識

な
ど
の
決

ま
り
、
ス
ピ
ー

ド
の
出

し
過

ぎ
な
ど
自

転
車

の
交

通
ル
ー

ル
「
正

し
い
自

転
車

乗
り
方

」
を
一

緒
に
確

認
し
な
が
ら
学

べ
ま
す

。

4
3
8

な
ぜ
？
ど
う
し
て
？
か
ら
考
え
る

小
学
生
の
自
転
車
の
安
全
な
乗
り
方

小
学

生
1
6

小
学

生
の
啓

太
君

と
明

菜
さ
ん
が
登

場
し
、
「
危

険
な
乗

り
方

？
」
「
な
ぜ

危
険

な
の
か
？

」
「
自

転
車

は
ど
こ
を
走

る
の
？

」
「
ど
う
し

た
ら
安
全
な
の
か
？
」
と
い
う
問
い
か
け
に
答
え
る
こ
と
に
よ
り
学
ん
で
い
け
ま
す

。
視
聴
者
に
も
同

じ
問
い
を
投
げ
か
け
て
い
る
の

で
、
映

像
を
見

な
が
ら
一

緒
に
考

え
て
理

解
を
深

め
る
こ
と
が
で
き
ま
す

。
（
2
0
1
0
）

4
3
9

こ
ん
な
と
き
が
危
な
い
！

小
学
生
の
た
め
の
自
転
車
安
全
教
室

小
学

生
1
7

自
転

車
の
乗

り
方

を
、
基

本
か
ら
わ
か
り
や

す
く
、
て
い
ね

い
に
解

説
。
典

型
的

な
自

転
車

事
故

を
再

現
し
た
ス
タ
ン
ト
シ
ー

ン
を
、

ポ
イ
ン
ト
ご
と
に
挿

入
し
、
子

ど
も
た
ち
に
事

故
の
恐

ろ
し
さ
を
深

く
印

象
付

け
ま
す

。
事

故
は
ど
う
し
て
起

き
る
の
か
、
ど
う
す

れ
ば

防
げ
る
の
か
を
明

ら
か
に
し
、
交

通
安

全
へ

の
意

識
を
高

め
ま
す

。
（
2
0
1
2
）

4
4
0

ド
ラ
イ
ブ
レ
コ
ー
ダ
ー
は
見
た
！

自
転
車
の
交
通
ル
ー
ル
を
覚
え
よ
う

～
小
学
生
の
交
通
安
全
～

小
学

生
1
5

交
通

事
故

を
防

ぐ
た
め
に
重

要
な
の
が
交
通

ル
ー

ル
で
す
。
交

通
ル
ー

ル
と
自

転
車

の
正

し
い
乗

り
方

が
何

故
大

切
な
の
か
、
ド

ラ
イ
ブ
レ
コ
ー

ダ
ー

の
映

像
や

ク
イ
ズ
を
交

え
な
が
ら
、
自

転
車

の
交

通
安

全
ル
ー

ル
を
学

び
ま
す

。
（
2
0
1
2
）

4
4
1

ク
イ
ズ
！
危
険
を
さ
が
せ
　
道
路
を
歩
く
と
き

小
学

生
1
5

道
路

の
歩

き
方

を
学

習
す

る
た
め
の
危

険
予

測
ト
レ
ー

ニ
ン
グ
が
、
ク
イ
ズ
形

式
で
楽

し
く
で
き
ま
す

。
危

険
な
場

面
で
は
、
綿

密
に
構

成
・
撮

影
さ
れ
た
実

写
映

像
で
現

実
の
交

通
状

況
を
見

せ
て
問

い
か
け
る
こ
と
で
、
実

践
的

な
危

険
予

測
を
身

に
つ

け
る
こ
と
が
で
き
ま
す

。
（
2
0
1
3
）

4
4
2

ク
イ
ズ
！
危
険
を
さ
が
せ
　
自
転
車
に
乗
る
と
き

小
学

生
1
7

自
転

車
の
安

全
な
乗

り
方

を
学

習
す

る
た
め
の
危

険
予

測
ト
レ
ー

ニ
ン
グ
が
、
ク
イ
ズ
形

式
で
楽

し
く
で
き
ま
す

。
危

険
な
場

面
で
は
、
綿

密
に
構

成
・
撮

影
さ
れ
た
実

写
映

像
で
現

実
の
交

通
状

況
を
見

せ
て
問

い
か
け
る
こ
と
で
、
実

践
的

な
危

険
予

測
を
身

に
つ

け
る
こ
と
が
で
き
ま
す

。
（
2
0
1
3
）

4
4
3

新
し
い
自
転
車
の
交
通
ル
ー
ル
　
魔
法
国
か
ら
の
使
者

小
学

生
1
5

学
校
帰
り
に
事
故
に
遭
い
そ
う
に
な
っ
た
小
学
生
３
人
が
、
魔
法
国
か
ら
の
使
者
と
共
に
勇
者
の
印
を
探
し
な
が
ら
自
転
車
の
交

通
ル
ー

ル
に
つ

い
て
学

び
ま
す

。
ル
ー

ル
を
分

か
り
や

す
く
解

説
し
、
安

全
な
利

用
方

法
に
つ

い
て
学

ぶ
こ
と
が
で
き
ま
す

。
（
2
0
1
1
）

4
4
4

道
路

に
は
ど
ん
な
危

険
が
あ
る
の
？

小
学

生
1
9

「
な
ぜ

交
通

ル
ー

ル
は
守

ら
な
け
れ
ば

危
険

な
の
か
」
「
道

路
の
ど
ん
な
と
こ
ろ
に
危

険
が
潜

ん
で
い
る
の
か
」
「
ど
う
す

れ
ば

安
全

な
の
か
」
な
ど
、
子

ど
も
自

身
に
考

え
さ
せ

、
気

づ
か
せ

理
解

を
深

め
ま
す

。
交

通
ル
ー

ル
遵

守
や

危
険

予
測

能
力

を
高

め
、
自

分
の
判

断
で
安

全
行

動
が
取

れ
る
様

、
学

ぶ
こ
と
が
で
き
ま
す

。
（
2
0
1
1
）

4
4
5

サ
ヤ
カ
と
自

転
車

と
の
約
束

～
守
ろ
う
！
自
転
車
の
交
通
ル
ー
ル
～

小
学

生
1
8

新
し
い
自
転
車
を
心
待
ち
に
し
て
い
る
サ
ヤ
カ
ち
ゃ
ん
の
夢
の
中
に
ピ
カ
ピ
カ
の
新
し
い
自
転
車
が
現
れ
、
サ
ヤ
カ
ち
ゃ
ん
に
自

転
車

の
交

通
ル
ー

ル
を
教

え
ま
す

。
正

し
い
例

と
悪

い
例

を
示

し
、
小

学
生

も
分

か
り
や

す
く
交

通
ル
ー

ル
を
学

べ
ま
す

。
（
2
0
1
5
）

4
4
6

ズ
ッ
コ
ケ
ロ
ボ
の
自

転
車

の
交

通
安

全
小

学
生

1
6

３
D
C
G
の
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー

を
使

用
し
、
子

ど
も
達

に
自

転
車

の
交

通
ル
ー

ル
を
わ
か
り
や

す
く
伝

え
ま
す

。
ま
た
、
ル
ー

ル
を
無

視
し

た
時

に
ど
の
よ
う
な
危
険
が
あ
る
の
か
を
再
現
し
、
自
転
車
へ
の
正
し
い
理
解
を
促
し
ま
す

。



－ 36 －

番
号

題
　

　
　

　
　

名
種

　
別

時
間

( 分
)

内
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
容

4
4
7

あ
の

時
『
ボ

ク
』
は

自
転

車
で

・
・
・

小
学

生
2
6

小
学

生
の

悠
人

は
、

あ
る

晩
、

突
然

部
屋

に
現

れ
た

黒
ず

く
め

の
お

じ
さ

ん
と

自
転

車
の

交
通

ル
ー

ル
を

勉
強

し
て

い
き

ま
す

。
自

転
車

の
正

し
い

乗
り

方
、

交
通

ル
ー

ル
を

守
る

こ
と

の
大

切
さ

を
訴

え
ま

す
。

6
分

間
の

危
険

予
測

動
画

コ
ン

テ
ン

ツ
付

で
す

。
（
2
0
1
7
）

4
4
8

忘
れ

な
い

で
　

５
つ

の
ポ

イ
ン

ト
自

転
車

の
交

通
ル

ー
ル

と
マ

ナ
ー

小
学

生
(中

・
高

学
年

）
1
8

小
学

生
の

主
人

公
が

、
自

転
車

の
交

通
ル

ー
ル

と
マ

ナ
ー

の
“
５

つ
の

ポ
イ

ン
ト
”
（
自

転
車

安
全

利
用

五
則

）
を

女
性

警
察

官
に

説
明

し
て

も
ら

い
な

が
ら

学
ん

で
い

き
ま

す
。

ま
た

、
乗

る
前

の
点

検
や

ヘ
ル

メ
ッ

ト
着

用
の

大
切

さ
を

確
認

で
き

ま
す

。
（
2
0
1
2
）

4
4
9

ス
マ

ホ
・
ケ

ー
タ

イ
し

な
が

ら
大

丈
夫

？
「
な

が
ら

」
の

行
動

が
交

通
事

故
へ

小
学

生
1
7

「
歩

き
な

が
ら

の
ゲ

ー
ム

」
や

ス
マ

ー
ト
フ

ォ
ン

・
携

帯
電

話
を

操
作

し
な

が
ら

の
自

転
車

運
転

が
な

ぜ
危

険
な

の
か

を
実

験
を

ま
じ

え
な

が
ら

検
証

し
た

小
学

生
向

け
の

作
品

で
す

。
（
2
0
1
6
）

4
5
0

知
っ

て
る

？
守

っ
て

る
？

自
転

車
の

交
通

ル
ー

ル
小

学
生

1
9

い
つ

も
乗

っ
て

い
る

自
転

車
に

も
よ

く
わ

か
ら

な
い

ル
ー

ル
が

あ
る

…
。

出
題

さ
れ

た
ク

イ
ズ

を
主

人
公

と
一

緒
に

考
え

、
理

由
を

知
る

こ
と

で
、

交
通

ル
ー

ル
を

守
る

こ
と

の
大

切
さ

を
学

ぶ
こ

と
が

で
き

ま
す

。
（
2
0
1
8
）

4
5
1

小
学

生
の

自
転

車
教

室
～

交
通

ル
ー

ル
を

学
ん

で
 事

故
に

あ
わ

な
い

 お
こ

さ
な

い
～

小
学

生
1
7

小
学

生
の

主
人

公
が

、
問

い
か

け
と

解
説

を
通

し
て

自
転

車
の

安
全

で
正

し
い

乗
り

方
を

学
ん

で
い

き
ま

す
。

自
転

車
の

点
検

・
通

行
場

所
・
交

差
点

で
の

注
意

点
・
か

く
れ

た
危

険
予

測
・
乗

車
中

の
禁

止
事

項
・
交

通
マ

ナ
ー

に
つ

い
て

理
解

を
深

め
る

こ
と

が
で

き
ま

す
。

（
2
0
2
0
）

4
5
2

自
分

で
守

ろ
う

自
分

の
命

　
防

ご
う

自
転

車
事

故
小

学
生

～
中

学
生

1
6

小
・
中

学
生

を
中

心
に

、
自

転
車

の
交

通
ル

ー
ル

や
交

通
マ

ナ
ー

を
身

に
付

け
る

こ
と

が
運

転
者

自
身

の
安

全
を

確
保

す
る

と
と

も
に

、
歩

行
者

の
安

全
を

守
る

事
に

も
つ

な
が

る
事

を
理

解
さ

せ
る

作
品

で
す

。

4
5
3

自
転

車
も

車
両

で
す

～
交

通
安

全
へ

の
意

識
改

革
～

小
学

生
～

中
学

生
2
1

自
転

車
に

乗
る

人
を

は
じ

め
ド

ラ
イ

バ
ー

や
歩

行
者

に
、

「
自

転
車

も
車

両
」
と

い
う

意
識

と
責

任
感

を
持

た
せ

、
安

全
ル

ー
ル

の
基

本
で

あ
る

自
転

車
利

用
５

則
を

理
解

さ
せ

、
法

規
と

マ
ナ

ー
を

守
る

こ
と

の
大

切
さ

を
教

え
ま

す
。

4
5
4

ス
ト
ッ

プ
！

自
転

車
の

危
険

運
転

　
中

学
生

の
事

故
を

防
ぐ

中
学

生
2
0

中
学

生
が

自
転

車
通

学
な

ど
で

危
険

な
乗

り
方

を
す

る
ケ

ー
ス

が
目

立
っ

て
い

ま
す

。
自

転
車

の
基

礎
知

識
、

車
道

の
正

し
い

通
行

な
ど

、
決

め
ら

れ
た

交
通

ル
ー

ル
を

守
ら

ず
加

害
者

に
な

っ
て

し
ま

わ
な

い
よ

う
に

自
転

車
の

交
通

ル
ー

ル
や

マ
ナ

ー
正

し
い

乗
り

方
を

身
近

な
交

通
シ

ー
ン

で
解

説
し

、
安

全
で

安
心

で
き

る
交

通
社

会
を

つ
く

る
こ

と
を

中
学

生
た

ち
に

訴
え

ま
す

。
（
2
0
0
9
）

4
5
5

ド
ラ

イ
ブ

レ
コ

ー
ダ

ー
は

見
た

！
あ

な
た

の
乗

り
方

、
大

丈
夫

！
？

～
中

学
生

の
自

転
車

交
通

ル
ー

ル
～

中
学

生
1
6

自
転

車
を

安
全

に
利

用
す

る
「
自

転
車

安
全

利
用

五
則

」
を

分
か

り
や

す
く

解
説

し
、

ド
ラ

イ
ブ

レ
コ

ー
ダ

ー
が

収
録

し
た

衝
撃

的
な

映
像

を
通

じ
て

、
交

通
事

故
を

疑
似

体
験

さ
せ

な
が

ら
、

加
害

者
に

な
る

例
や

刑
事

上
・
民

事
上

の
責

任
も

紹
介

し
、

自
転

車
の

安
全

利
用

の
重

要
さ

を
学

び
ま

す
。

（
2
0
1
2
）

4
5
6

ケ
ー

ス
・
ス

タ
デ

ィ
中

学
生

の
自

転
車

事
故

中
学

生
1
8

中
学

生
に

多
い

自
転

車
事

故
の

典
型

例
を

取
り

上
げ

、
ス

タ
ン

ト
に

よ
り

事
故

を
再

現
。

事
故

の
恐

ろ
し

さ
を

印
象

付
け

る
と

と
も

に
、

何
が

事
故

の
原

因
な

の
か

を
分

か
り

や
す

く
解

説
し

、
事

故
に

遭
わ

な
い

、
事

故
を

起
こ

さ
な

い
た

め
の

、
安

全
な

乗
り

方
の

ポ
イ

ン
ト
を

学
び

ま
す

。
（
2
0
1
2
）

4
5
7

「
知

ら
な

か
っ

た
」
で

は
　

す
ま

さ
れ

な
い

中
学

生
・
高

校
生

の
た

め
の

自
転

車
交

通
ル

ー
ル

中
学

生
～

高
校

生
1
9

リ
ア

ル
な

再
現

映
像

や
ハ

ウ
ツ

ー
映

像
で

、
自

転
車

事
故

の
怖

さ
や

正
し

い
自

転
車

の
乗

り
方

、
交

通
ル

ー
ル

の
大

切
さ

を
学

べ
る

作
品

で
す

。
（
2
0
1
6
）

4
5
8

守
ろ

う
！

自
転

車
の

交
通

ル
ー

ル
中

学
生

・
高

校
生

の
自

転
車

の
安

全
な

乗
り

方
中

学
生

～
高

校
生

2
0

ド
ラ

イ
ブ

レ
コ

ー
ダ

ー
や

実
際

の
事

故
現

場
の

映
像

、
最

新
の

C
G

映
像

も
交

え
な

が
ら

、
自

転
車

の
交

通
ル

ー
ル

を
分

か
り

や
す

く
解

説
。

事
故

に
遭

わ
な

い
、

事
故

を
起

こ
さ

な
い

た
め

の
自

転
車

の
安

全
な

乗
り

方
を

伝
え

て
い

き
ま

す
。

（
2
0
1
7
）
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4
5
9

知
っ
て
ほ
し
い
、
自
転
車
加
害
事
故
の
現
実

自
転
車
通
学
を
す
る
生
徒
・
学
生
の
み
な
さ
ん
へ

中
学

生
～

高
校

生
1
8

自
転
車
に
よ
る
加
害
事
故
の
現
実
に
つ
い
て
、
実
際
に
あ
っ
た
事
故
の
裁

判
記

録
を
も
と
に
、
加

害
事

故
を
起

こ
す

と
ど
う
な
る
の

か
、
ど
う
す

れ
ば

事
故

を
防

げ
る
の
か
を
検

証
し
て
い
き
ま
す

。
自

転
車

通
学

を
す

る
す

べ
て
の
方

に
観

て
い
た
だ
き
た
い
作

品
で
す

。
（
2
0
2
0
）

4
6
0

視
覚
が
死
角
　
見
落
と
し
・
発
見
遅
れ
が
事
故
を
呼
ぶ

一
般

2
5

安
全

運
転

の
基

本
は
「
正

し
く
見

る
」
こ
と
で
す

。
本

作
は
、
知

っ
て
る
よ
う
で
知

ら
な
い
視

覚
の
メ
カ
ニ
ズ
ム
を
探

り
な
が
ら
解

説
し

ま
す

。
　
さ
ら
に
、
見
落
と
し
や
発
見
の
遅
れ
が
ど
の
よ
う
に
事
故
と
結
び
つ
い
て
し
ま
う
の
か
、
事
故
事
例
を
通
し
て
訴

え
、
具
体

的
な
事

故
防

止
へ

の
工

夫
を
描

い
て
い
ま
す

。

4
6
1

飲
酒
運
転
の
報
い
　
破
滅
へ
の
道

一
般

2
7

無
謀

な
飲

酒
運

転
に
よ
る
、
悲

惨
な
死

亡
事

故
、
そ
し
て
ひ

き
逃

げ
。
こ
れ
は
犯

罪
と
い
っ
て
も
過

言
で
は
あ
り
ま
せ

ん
。

飲
酒
運
転
を
し
て
し
ま
っ
た
ド
ラ
イ
バ
ー
の
心
の
軌
跡

、
訪
れ
る
家

庭
の
崩

壊
、
被

害
者

を
襲

う
突

然
の
悲

劇
、
悪

質
な
交

通
事

故
の
犯

罪
を
訴

え
た
ド
ラ
マ
で
す

。
（
2
0
0
4
）

4
6
2

飲
酒
運
転
　
ひ
き
逃
げ
事
故
－
あ
と
絶
た
ぬ
家
族
の
悲
し
み
－
　

一
般

2
5

無
く
な
る
事
の
な
い
交
通
事
故
。
突
然
、
命
を
絶

た
れ
た
被
害
者
の
無
念
。
そ
し
て
、
一
生
深
い
悲
し
み
の
淵
に
閉
ざ
さ
れ
る
被

害
者

遺
族

。
こ
の
作

品
は
、
「
飲

酒
運

転
・
ひ

き
逃

げ
事

故
」
の
撲

滅
を
切

に
願

う
被

害
者

遺
族

を
取

材
し
製

作
し
た
も
の
で
す

。

4
6
3

一
秒
の
ミ
ス
　
心
の
ミ
ス

危
険
予
測
と
安
全
確
認

一
般

1
9

実
際
の
事
故
を
捉
え
た
ド
ラ
イ
ビ
ン
グ
レ
コ
ー

ダ
ー

の
映
像
や
、
事
故
の
再
現
映
像
を
織
り
交
ぜ
な
が
ら
検
証
し
、
レ
ポ
ー

タ
ー

の
運

転
で
常

に
危

険
予

測
を
し
た
、
安

全
な
走

行
を
教

え
ま
す

。
初

心
者

ド
ラ
イ
バ
ー

、
ま
た
優

良
ド
ラ
イ
バ
ー

が
視

聴
し
て
も
、
大

変
、
有

意
義

な
内

容
に
な
っ
て
い
ま
す

。
（
2
0
1
1
）

4
6
4

ド
ラ
イ
ブ
レ
コ
ー
ダ
ー
は
見
た
！

ド
ラ
イ
バ
ー
心
理
か
ら
考
え
る
安
全
運
転

一
般

1
5

様
々
な
事
故
の
状
況
が
刻
み
込
ま
れ
た
ド
ラ
イ
ブ
レ
コ
ー
ダ
ー
の
映
像
と
、
そ
の
再
現
映
像
を
も
と
に
、
ド
ラ
イ
バ
ー
の
心
理
に
着

目
し
な
が
ら
危

険
回

避
の
ポ
イ
ン
ト
を
具

体
的

に
解

き
明

か
し
ま
す

。
（
2
0
1
7
）

4
6
5

危
な
い
！
そ
こ
に
歩
行
者
が
！

横
断
歩
行
者
事
故
を
防
ぐ
危
険
予
測

一
般

1
9

横
断

歩
行

者
事

故
は
ど
ん
な
交

通
状

況
に
多

い
の
か
、
事

故
を
防

ぐ
に
は
ど
う
す

れ
ば

良
い
の
か
を
、
危

険
予

測
の
ス
タ
イ
ル
で

分
か
り
や

す
く
解

説
し
た
作

品
で
す

。
（
2
0
1
7
）

4
6
6

オ
ト
ナ
の
た
め
の
自

転
車

教
室

ル
ー
ル
の
基
本
を
再
チ
ェ
ッ
ク
！

一
般

1
6

「
自

転
車

安
全

利
用

五
則

」
を
ベ

ー
ス
に
、
基

本
的

か
つ

重
要

な
内

容
を
ス
タ
ン
ト
映

像
を
交

え
な
が
ら
解

説
し
ま
す

。
課

外
自

己
の
高

額
賠

償
金

や
道

路
交

通
法

改
正

な
ど
注

目
ポ
イ
ン
ト
も
学

べ
ま
す

。
（
2
0
1
4
）

4
6
7

ド
ラ
イ
バ
ー
の
た
め
の
安
全
運
転
の
基
礎
知
識

一
般

6
0

ド
ラ
イ
バ
ー

向
け
講

習
で
扱

わ
れ
る
内

容
を
1
3
の
テ
ー

マ
に
分

け
収

録
。
各

テ
ー

マ
5
分

前
後

に
ま
と
め
ら
れ
、
講

習
の
内

容
に

沿
っ
て
必

要
な
テ
ー

マ
を
学

べ
る
作

品
で
す

。
（
2
0
1
1
）

4
6
8

切
り
裂
か
れ
た
未
来
～
飲
酒
運
転
の
代
償
～

一
般

2
6

飲
酒

運
転

に
よ
る
死

亡
事

故
が
、
加
害

者
だ
け
で
な
く
そ
の
家

族
や

被
害

者
家

族
、
加

害
者
が
勤

務
す

る
会

社
の
社

会
的

責
任

へ
と
広

が
り
、
周

囲
を
も
悲

し
み

や
苦

し
み

の
日

々
に
突

き
落

と
す

様
子

を
描

い
た
作

品
で
す

。
（
2
0
1
8
）

4
6
9

運
転

マ
ナ
ー

が
大
切

～
思
い
や
り
・
ゆ
ず
り
合
い
の
心
が
事
故
を
防
ぐ
～

一
般

1
6

近
年

、
社

会
問

題
化

し
て
い
る
「
あ
お

り
運

転
」
を
し
な
い
た
め
の
心

構
え
や

、
「
あ
お

り
運

転
」
に
遭

遇
し
た
時

の
対

処
法

を
解

説
し
ま
す

。
ま
た
、
ド
ラ
イ
ブ
レ
コ
ー

ダ
ー

の
映

像
を
使

っ
て
、
事

故
事

例
を
検

証
し
、
安

全
運

転
の
ポ
イ
ン
ト
を
紹

介
し
て
い
き
ま
す

。
（
2
0
1
9
）

4
7
0

い
の
ち
を
守
る
！
運
転
者
（
ド
ラ
イ
バ
ー
）
の
責
任

一
般

2
0

滋
賀

県
大

津
市

で
起

き
た
、
保

育
園

児
ら
を
巻

き
込

ん
だ
死

傷
事

故
や

、
な
が
ら
ス
マ
ホ
に
よ
っ
て
死

亡
事

故
に
遭

っ
た
被

害
者

遺
族
の
無
念
の
思
い
な
ど
、
事
例
を
通
じ
て
ド
ラ
イ
バ
ー
が
負
う
３
つ
の
法
的
責
任
と
社
会
的
責
任
に
つ
い
て
学
び
ま
す
。
「
ド
ラ
イ

バ
ー
誰
し
も
が
交
通
事
故
の
被
害
者
に
も
加
害
者
に
も
な
っ
て
し
ま
う
可
能
性
が
あ
る
こ
と
を
今
一
度
自
覚
し
て
安
全
運
転
し
て
ほ

し
い
」
本
作
の
メ
ッ
セ
ー

ジ
で
す
。
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4
7
1

あ
お
り
運
転
、
厳
罰
化
！

道
路
交
通
法
改
正
と
「
あ
お
ら
れ
な
い
運
転
」

一
般

1
7

2
0
2
0
年

６
月

3
0
日

道
路

交
通

法
の
改

正
に
よ
り
、
「
あ
お

り
運

転
（
妨

害
運

転
）
」
と
さ
れ
る
行
為
が
具
体
的
に
規
定
さ
れ
、
よ
り
厳
し

く
処
罰
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
改
正
の
内
容
や
、
あ
お

り
運
転
に
遭
わ
な
い
た
め
の
ポ
イ
ン
ト
、
あ
お

り
運
転
に
遭
っ
て
し
ま
っ

た
と
き
の
対

処
法

な
ど
を
紹

介
し
て
い
ま
す

。
（
2
0
2
0
）

4
7
2

夢
を
奪
っ
た
ハ
ン
ド
ル

～
飲
酒
・
居
眠
り
・
な
が
ら
運
転
の
悲
劇
～

一
般

2
6

交
通

死
亡

事
故

を
起

こ
し
、
実

刑
判

決
を
受

け
た
ド
ラ
イ
バ
ー

を
収

容
す

る
市

原
刑

務
所

。
受

刑
者

は
、
毎

日
、
自

分
が
犯

し
た

罪
と
向

き
合

っ
て
い
ま
す

。
受

刑
者

の
反

省
の
声

を
タ
テ
軸

に
、
残
さ
れ
た
被
害
者
家
族
の
悲
し
み
の
生
活
を
捉
え
な
が
ら
、
私
た

ち
は
加
害
者
に
も
被
害
者
に
も
な
っ
て
は
い
け
な
い
と
い
う
こ
と
を
訴

え
て
い
る
作
品
で
す
。
（
2
0
2
0
）

4
7
3

楽
し
く
街
に
で
ま
し
ょ
う

高
齢
者
だ
か
ら
こ
そ
知
っ
て
お
き
た
い
交
通
ル
ー
ル

高
齢

者
2
3

お
年
寄
り
は
加
齢
と
共
に
身
体
機
能
に
変
化
が
お
こ
っ
て
い
ま
す
。
若

い
と
き
に
は
す

ぐ
に
対

処
で
き
た
危

険
予

知
、
危

険
回

避
も
難

し
く
な
っ
て
い
ま
す

。
で
も
、
そ
の
こ
と
を
自

覚
し
て
か
し
こ
く
街

を
歩

け
ば

、
出

歩
く
の
が
楽

し
く
な
り
ま
す

。
高

齢
者

だ
か
ら
こ

そ
で
き
る
対

策
を
考

え
る
作

品
で
す

。

4
7
4

林
家
木
久
蔵
師
匠
の
高
齢
者
交
通
安
全
物
語

高
齢

者
2
0

高
齢

社
会

が
進

み
、
高

齢
者

の
交

通
事

故
が
増

え
続

け
て
い
ま
す

。
高

齢
者

の
身

体
的

、
心

理
的

な
特

性
を
具

体
的

に
取

り
上

げ
な
が
ら
、
ラ
ー

メ
ン
屋
の
店
主
に
扮
し
た
木
久
蔵
師
匠
に
登
場
し
て

も
ら
い
、
息

子
の
き
く
お

と
一

緒
に
交

通
ル
ー

ル
を
楽

し
く
学

ん
で
い
き
ま
す

。

4
7
5

見
落
と
さ
な
い
！
「
衰
え
」
の
信
号

－
高
齢
ド
ラ
イ
バ
ー
の
事
故
を
防
ぐ
－

高
齢

者
2
3

運
転
免
許
を
持
つ
６
５
歳
以
上
の
人
の
増
加
に
伴
い
、
高
齢
ド
ラ
イ
バ
ー
が
加
害
者
と
な
る
事
故
も
急
増
し
て
い
ま
す

。
こ
の
作

品
で
は
、
高

齢
ド
ラ
イ
バ
ー

事
故

で
最

も
多

い
「
交

差
点

で
の
出

合
い
頭

事
故

」
を
中

心
に
、
様

々
な
事

故
事

例
を
検

証
し
、
事

故
原

因
を
探

り
ま
す

。

4
7
6

高
齢
者
の
自
転
車
と
歩
行

立
場
か
わ
れ
ば
気
も
変
わ
る

高
齢

者
2
2

高
齢
者
の
交
通
事
故
の
大
半
が
自
転
車
走
行
中
お
よ
び
歩
行
中
に
発
生
し
て
い
ま
す

。
歩

行
者

・
自

転
車

両
者

を
モ
デ

ル
に
、
日

頃
よ
く
見

受
け
ら
れ
る
高

齢
者

の
行

動
を
い
く
つ

か
例

に
挙

げ
、
交

通
ル
ー

ル
や

マ
ナ
ー

を
考

え
ず

、
い
か
に
自

分
勝

手
な
振

る
舞

い
を
し
て
い
る
か
を
検

証
し
解

説
し
て
い
き
ま
す

。

4
7
7

い
つ
ま
で
も
安
心
し
て
暮
ら
す
た
め
に

～
高
齢
者
の
交
通
安
全
～

高
齢

者
2
2

運
転
者
編
・
自
転
車
編
・
歩
行
者
編
に
わ
け
て
、
高
齢
者
に
多
く
み
ら
れ
る
交
通
事
故
の
注
意
点
を
ナ
ビ
ゲ
ー

タ
ー

の
舞
の
海
秀

平
さ
ん
が
わ
か
り
や
す
く
紹
介
し
ま
す

。
（
2
0
0
9
）

4
7
8

宮
本
武
蔵
の
お
年
寄
り
の
交
通
安
全

高
齢

者
3
0

お
年

寄
り
が
交

通
事

故
か
ら
身

を
守

る
た
め
に
は
、
平

常
心

が
必

要
で
あ
り
危

険
を
予

測
す

る
こ
と
が
大

切
で
す

。
宮

本
武

蔵
が

登
場

し
、
交

通
安

全
の
ル
ー

ル
を
わ
か
り
や

す
く
学

べ
ま
す

。
（
2
0
0
4
）

4
7
9

か
げ
ろ
う
お
銀
の
お
年
寄
り
の
交
通
安
全

高
齢

者
2
9

「
か
げ
ろ
う
忍
法
帳
」
の
か
げ
ろ
う
お
銀
の
活
躍
を
楽
し
み
な
が
ら
、
お
年
寄
り
に
交
通
安
全
の
大
切
さ
と
ル
ー
ル
を
学

ん
で
も
ら
い

ま
す

。
（
2
0
0
2
）

4
8
0

林
家
た
い
平
の
高
齢
ド
ラ
イ
バ
ー
の
交
通
安
全

高
齢

者
2
1

高
齢

ド
ラ
イ
バ
ー

の
交

通
ル
ー

ル
と
加
齢

に
伴

う
身

体
的

・
精

神
的

特
性

を
林

家
た
い
平

師
匠

が
軽

妙
な
語

り
口

で
解

説
し
て
安

全
運

転
の
大

切
さ
を
教

え
ま
す

。
（
2
0
1
1
）

4
8
1

ケ
ー
シ
ー
高
峰
の
交
通
事
故
を
防
ぐ

高
齢

者
の
た
め
の
処

方
箋

高
齢

者
2
0

高
齢

者
が
交

通
事

故
に
遭

う
理

由
を
分

析
し
、
横

断
す

る
際

の
事

故
原

因
・
防

止
策

、
自

転
車

交
通

ル
ー

ル
、
自

宅
近

く
の
道

に
潜

む
危

険
、
多

発
す

る
夕

暮
れ
時

の
交

通
事

故
の
防

止
策

な
ど
を
、
高
齢
者
に
人
気
の
医
学
漫
談
の
ケ
ー

シ
ー
高
峰
さ
ん
が
ナ

ビ
ゲ
ー

タ
ー

役
と
し
て
ア
ド
バ
イ
ス
す

る
作

品
で
す

。
（
2
0
1
1
）

4
8
2

マ
ギ
ー
司
郎
の
お
年
寄
り
の
交
通
安
全

高
齢

者
2
0

歩
行
中
や
自
転
車
乗
車
中
に
起
き
る
お
年
寄
り
の
交
通
事
故
。
お
年
寄
り
に
も
人
気
の
マ
ジ
シ
ャ
ン
、
マ
ギ
ー
司
郎
氏
が
街
に
出

掛
け
、
お
年
寄
り
の
事
故
が
多
い
場
所
で
、
外
出
時
の
交
通
安

全
の
ポ
イ
ン
ト
を
得

意
の
マ
ジ
ッ
ク
と
映

像
の
マ
ジ
ッ
ク
で
、
楽

し
く

わ
か
り
や

す
く
教

え
ま
す

。
（
2
0
0
9
）
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4
8
3

三
遊
亭
小
遊
三
の
高
齢
者
の
交
通
安
全

高
齢

者
1
7

三
遊

亭
小

遊
三

師
匠

を
案

内
役

に
、
身

体
能

力
の
衰

え
を
自

覚
し
た
歩

き
方

と
自

転
車

の
運

転
ル
ー

ル
を
紹

介
し
ま
す

。
高

齢
者

の
み

な
さ
ん
に
交

通
事

故
に
遭

わ
な
い
行

動
を
、
楽

し
く
分

か
り
や

す
く
理

解
し
て
い
た
だ
け
る
作

品
で
す

。
（
2
0
1
5
）

4
8
4

シ
ル
バ
ー
世
代
の
み
な
さ
ん
！

正
し
い
道
路
の
横
断
、
し
て
ま
す
か
？

高
齢

者
1
8

高
齢
歩
行
者
の
死
亡
事
故
の
大
半
を
占
め
る
「
道
路
横
断
中
の
事
故
」
を
中
心
に
、
様
々
な
交
通
場
面
の
、
ど
こ
に
危
険
が
潜
ん

で
い
る
の
か
、
ど
う
す

れ
ば

事
故

を
防

げ
る
の
か
を
、
ひ

と
つ

ず
つ

丁
寧

に
、
わ
か
り
や

す
く
解

説
し
た
作

品
で
す

。
（
2
0
1
7
）

4
8
5

明
る
く
、
元
気
に
、
安
全
運
転

沼
田
　
爆
の
高
齢
ド
ラ
イ
バ
ー
の
交
通
安
全

高
齢

者
2
3

車
の
利
用
は
高
齢
者
に
と
っ
て
も
日
々
の
生
活
に
欠
か
せ
ま
せ
ん
。
自

分
の
身

体
能

力
を
き
ち
ん
と
自

覚
し
て
よ
り
慎

重
な
運

転
を
心

が
け
、
明

る
く
、
元

気
に
、
い
つ

ま
で
も
運

転
し
続

け
る
方

法
を
学

ぶ
こ
と
が
で
き
る
作

品
で
す

。

4
8
6

い
つ
ま
で
も
　
安
全
運
転
を
！

～
高
齢
ド
ラ
イ
バ
ー
に
必
要
な
こ
と
～

高
齢

者
1
5

高
齢
者
に
な
る
と
、
身
体
機
能
の
低
下
や
変
化
が
事
故
に
つ
な
が
る
こ
と
も
少

な
く
あ
り
ま
せ

ん
。
高
齢
ド
ラ
イ
バ
ー
に
多
い
事

故
例

を
描

き
な
が
ら
、
ど
の
よ
う
な
こ
と
に
注

意
を
す

れ
ば

交
通

事
故

を
防

ぐ
こ
と
が
で
き
る
の
か
、
ま
た
、
ド
ラ
イ
バ
ー

本
人

に
と
っ
て

最
も
重

要
な
「
老

い
に
気

づ
き
、
い
か
に
老

い
を
補

う
の
か
」
を
ポ
イ
ン
ト
に
安

全
運

転
の
秘

訣
を
示

し
て
い
き
ま
す

。
（
2
0
1
3
）

4
8
7

孫
と
一
緒
に
再
確
認
！
高
齢
者
と
交
通
ル
ー
ル

高
齢

者
2
0

事
故

に
遭

っ
て
し
ま
っ
た
お

ば
あ
ち
ゃ
ん
と
、
自

分
勝

手
に
自

転
車

に
乗
っ
て
い
た
お

じ
い
ち
ゃ
ん
が
孫
に
怒
ら
れ
、
交
通
ル
ー

ル
の
大

切
さ
を
自

覚
し
て
い
く
作

品
で
す

。
安

全
な
歩

行
と
安

全
な
自

転
車

利
用

に
つ

い
て
正

し
い
交

通
ル
ー

ル
を
学

ぶ
こ
と
が

で
き
ま
す

。
（
2
0
1
2
）

4
8
8

は
な
ち
ゃ
ん
と
や
じ
き
た
の
交
通
安
全

～
高
齢
歩
行
者
・
自
転
車
向
け
交
通
安
全
ケ
ー
ス
ス
タ
デ
ィ
～

高
齢

者
2
0

や
じ
さ
ん
き
た
さ
ん
の
お
じ
い
ち
ゃ
ん
コ
ン
ビ
と
、
は
な
ち
ゃ
ん
た
ち
が
登
場
し
、
高
齢
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創りたい ゆたかな明日、伝えたい 誇れるいわき。

○　福島県年間スローガン
　　わたります　止まるやさしさ　ありがとう

○　年 間 重 点 事 項
　◎　特別重点事項「交通死亡事故の抑止」
　　１　高齢者の交通事故防止
　　２　子供の交通事故防止
　　３　道路横断中の交通事故防止
　　４　�全ての座席のシートベルトとチャイルドシートの

正しい着用の徹底
　　５　自転車の交通事故防止と適正な利用の促進
　　６　�飲酒運転、無免許運転及び速度超過など悪質・

危険な運転の根絶と飲酒が関与する交通事故の防止
　　７　交差点・カーブ等における交通事故防止
　　８　ゆずりあい運転の実践

◎　いわき市年間スローガン
　　譲り合い　どうぞ！
○　「春の全国交通安全運動」スローガン
	 ぼくたちを　まもってくれる　まほうのベルト !!
○　「夏の交通事故防止県民総ぐるみ運動」スローガン
	 赤信号　止まろう !! ドライブレコーダー　録画中
○　「秋の全国交通安全運動」スローガン
	 少しでも　暗いと思ったら　早めのライトと反射材!!
○　「年末年始の交通事故防止
　　　　　　　県民総ぐるみ運動」スローガン
	 一時の悦び　一生の後悔
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